
 

- 0 - 

令和4（2022）年度 第65回春季日本歯周病学会総会・評議員会式次第 

日時：令和4（2022）年6月3日（金）11：30～12：30 

場所：京王プラザホテル本館5F コンコードABC 

（〒160-8330 東京都新宿区西新宿2丁目2-1） 

 

 

1. 開会の辞（齋藤副理事長） 

2. 理事長挨拶（小方理事長） 

3. 大会長挨拶（佐藤秀一大会長） 

4. 議長選出（齋藤副理事長） 

5. 議事 

1)議事録署名人指名  

2)報告事項 

(1) 庶務・会計報告 

①庶務報告（佐藤秀一理事・西田幹事）               (p. 1～10)  

②会計報告（申理事・中山幹事） 

(2) 各種委員会報告（小方理事長）                   (p.11～18)  

(3) 学術大会報告 

①第64回秋季学術大会開催報告（三谷理事）             (p.19～21) 

②第65回秋季学術大会準備状況報告（山田理事）              (p.21～25) 

③第66回春季学術大会準備状況報告（湯本理事）           (p.26～27) 

④第66回秋季学術大会準備状況報告（吉村理事）              (p.27) 

⑤日本歯周病学会学術大会開催予定（小方理事長）          (p.28) 

(4) その他 

①日本歯科専門医機構における学会対応について 

（小方理事長、村上前理事長、吉成理事、山本理事）    (p.29～30) 

②各賞表記の整理について（小方理事長）               (p.31～32) 

③認定医・専門医申請における医薬品・医療機器等に関する考え方の整備について 

（山本理事）  (p.33～34) 

④「歯周病の新分類」の本格実施について（村上前理事長）      (p.35～36) 

⑤国民への歯周病啓発活動について（小方理事長）          (p.37～38) 

3）協議事項 

(1) 令和3（2021）年度決算報告ならびに監査報告 

（申理事・中山幹事、伊藤・永田両監事）    (p.39～50) 

(2)  令和4（2022）年度事業計画（小方理事長）                  (p.51) 

(3)  令和4（2022）年度予算（申理事・中山幹事）                 (p.52～53) 

(4) 名誉会員の推薦（小方理事長）                         (p.54) 

(5) 新理事の推薦（小方理事長）                           (p.55) 

(6) 次期（第26期）理事長・理事について（八重柏理事）           (p.56) 

(7)  その他 

6. 閉会の辞（齋藤副理事長） 
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5. 議事 

2)報告事項 

(1) 庶務・会計報告 

①庶務報告（佐藤秀一理事・西田幹事） 

日本歯周病学会庶務報告 

1. 会員数について 

 (R4.3.31現在) (R3.3.31現在) (R2.3.31現在) 

名誉会員  ６１ ６０ ５９ 

正 会 員      ８，８４３ ８，４９６ ８，３７５ 

歯科医師   ８，６０２  ８，２９０  ８，２１１ 

その他   ２４１   １８８   １６５ 

準 会 員  ３，１３５ ２，９５２ ２，８５９ 

   歯科衛生士 ３，０１５ ２，８４８ ２，７３７ 

   歯科技工士       ６      ６      ５ 

     その他     １１４    １０１    １１７ 

賛助会員      ３８     ３８     ３８ 

会員総数 １２，０７７ １１，５４６ １１，３３１ 
         年度末未納退会者処理未  年度末未納退会者処理済  年度末未納退会者処理済 

＊国内9か所、国外5か所に会誌を寄贈している。 

  ＊（歯科医師 内訳:大学関係 1,717名･勤務医 2,801名･開業 3,814名･その他 270名） 

   

2. 入・退会者について 

 (R3.4.1～R4.3.31) (R2.4.1～R3.3.31) (H31.4.1～R2.3.31) 

入会者 

退会者 

８６６名 

 ３７８名 

８０５名 

６０４名 

９５９名 

５４８名 

うち未納退会者 －名 ２５１名 ２２８名 

うち希望退会者  ３７８名 ３５３名 ３２０名 

 （入会者内訳：正会員 533名・準会員 331名・購読会員 1団体・賛助会員 1社） 

 （入会正会員内訳：大学関係 175名･勤務医 277名･開業 69名･その他 12名） 

（退会者内訳：正会員 205名・準会員 172名・購読会員 0団体・名誉会員 0名・賛助会員 1社） 

 （退会正会員内訳：大学関係 51名･勤務医 56名･開業 90名･その他 8名） 

 

3. 会費納入率 

（R4.3.31現在、正・準会員１１，９７８名） （R3.3.31現在、正・準会員１１，４７８名） 

Ｒ3年度完納者  10,408名 納入率86.9％ 

Ｒ3年度未納者          881名 

Ｒ3.2年度未納者             408名 

Ｒ3.2.元年度未納者          281名 

Ｒ2年度完納者   10,106名 納入率86.4％ 

Ｒ2年度未納者         869名 

Ｒ2.元年度未納者          421名 

Ｒ2.元.Ｈ30年度未納者      306名★ 

＊R3年度年会費請求時期 銀行引落5月下旬／郵便振込6月中旬、10月初旬、12月中旬、3月上旬 

★R3.3.31時点で未入金であった251名を年度末未納退会とした 

 

4. 専門医・指導医・研修施設数 

 （R4.3.31 現在） （R2.3.31 現在） 

専門医数  １，１７５名（指導医を含む）  １，１２４ 名（指導医を含む） 

指導医数       ２８８ 名       ２７０ 名 

指定研修施設数 １７４ 箇所 １５６ 箇所 

認定医数    １，２４３ 名    １，１１６ 名 

認定歯科衛生士数   １，２９９ 名   １，１７８ 名 

 

5．学術大会参加者数（総数） ※63春・秋、64春はWeb開催。64秋は現地とWebのハイブリッド開催 

      64秋:名古屋 64春:盛岡 63秋：金沢 63春：郡山 62秋:北九州 62春:横浜 

参加人数 4,853名 4,739名 4,520 名 4,348 名 2,811 名 4,203 名 
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庶務報告（令和3（2021）年9月1日～令和4（2022）年3月31日） 

【会務関係】 

9月3日 認定医委員会がオンラインにて開催された。 

9月6日 企画調査研究助成選考委員会がオンラインにて開催された。 

9月6日 第60回脱たばこ社会実現委員会がオンラインにて開催され、健康サポート委員会より

稲垣幸司理事、中山委員が出席した。 

9月7日 学会ホームページを更新し、「第7回若手合宿研修」の募集期間を延長のお知らせ、第

64回秋季学術大会のプログラム・抄録集を掲載した。 

9月10日 シーズ育成若手奨励研究助成選考委員会がオンラインにて開催された。 

9月13日 歯周病患者における再生治療のガイドライン2021ワーキンググループがオンラインに

て開催された。 

9月15日 日本歯科衛生士会・日本歯周病学会・日本臨床歯周病学会合同会議がオンラインにて開

催された。 

9月19日 歯科衛生士関連委員会がAP東京八重洲通りで開催された。 

9月28日 ニュースレター 2021年第2号（9月）を学会ホームページに掲載した。 

9月28日 2021年度募集分：奨励賞・教育賞・研究者育成ファンドによる奨学金助成・Young 

Investigator Awardの案内を学会ホームページに掲載した。 

10月1日 日本歯周病学会会誌63巻3号が発刊され、会員各位にメールアラートが送信された。 

10月1日 医療委員会がオンラインにて開催された。 

10月5日 学会ホームページを更新し、「The 61th General session of KAP（韓国歯周病学会学

術大会）の参加登録のご案内」を掲載した。 

10月9日 専門医委員会がAP新橋で開催された。 

10月12日 緊急脱たばこ合同会議がオンラインにて開催され、健康サポート委員会より稲垣幸司

先生、中山洋平先生が出席した。 

10月14日 令和3年度秋季理事会が名古屋国際会議場にてハイブリッド方式で開催された。 

10月14日 第7回若手合宿研修がサイプレスガーデンホテルで開催された。 

10月15日 令和3年度秋季総会が名古屋国際会議場にてハイブリッド方式で開催された。 

10月15・

16日 

第64回秋季日本歯周病学学術大会が名古屋国際会議場で開催された。 

10月18日 口腔9学会脱タバコ社会実現委員会より「日本歯科新聞の「加熱式タバコ」に関する広

告について」を拝領した。 

10月21日 国民向け新ホームページ打ち合わせがオンラインにて開催された。 

10月27日 第27回認定医、第66回歯周病専門医、第66回指導医、第32回認定歯科衛生士の各申請日

程を掲載した。 

10月27日 功労賞・地域活動賞・臨床ポスター賞・ベストハイジニスト賞・Young Investigator 

Awardの各受賞者を学会ホームページに掲載した。 

10月27日 症例賞・教育賞・研究者育成ファンドによる奨学金・地域活動賞の各募集のご案内を学

会ホームページに掲載した。 

10月28日 「歯保連試案2021販売について」を学会ホームページに掲載した。 

11月1日 

～30日 

第64回秋季学術大会がオンデマンド方式で開催された。 

11月1日 学会ホームページを更新し、次期理事（2・3・4項理事）選出についてのご案内を掲載

した。理事各位へ本件を配信した。 

11月8日 日本臨床歯周病学会と連名で「いい歯の日のプレスリリース」を行った。 

11月8日 理事・評議員各位へ「奨励賞・教育賞・研究者ファンド募集開始のご案内」を配信した。 

11月9日 学会ホームページを更新し、「「加熱式タバコ」に関する広告に対する見解」を掲載し

た。 

11月10日 執行役員会がオンラインにて開催された。 

11月11日 学会ホームページを更新し、専門医・指導医・研修施設・専門医委員会が認めたその他

の研修会のオンライン申請フォームの公開、シーズ育成若手奨励研究助成・企画調査研

究の採択者の掲載、認定歯科衛生士数・学会会誌歯科衛生士コーナーを最新のものに反

映した。 

11月13日 日本医療機能評価機構「第23回診療ガイドライン作成に関する意見交換会」がオンライ

ンにて開催され、佐藤聡理事、高橋理事が出席した。 

11月14日 第91回歯科衛生士教育講演B in 愛媛がオンラインにて開催された。 
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11月15日 第62回合同脱タバコ委員会がオンラインで開催され。健康サポート委員会より稲垣理

事と中山先生が出席した。 

11月18日 国民向け新ホームページ打ち合わせがオンラインにて開催された。 

11月19日 PM委員会がAP東京八重洲通りで開催された。 

11月25日 常任理事会、ならびにJSP-JACP合同会議がオンラインにて開催された。 

11月27日 禁煙推進学術ネットワーク第3回学術会議、第45回定例会議がハイブリッド形式で開催

され、稲垣理事が出席した。 

11月28日 用語委員会がAP東京八重洲通りで開催された。 

11月29日 第63回合同脱タバコ委員会がオンラインで開催され。健康サポート委員会より稲垣理

事と中山委員が出席した。 

12月8日 国民向け新ホームページ打ち合わせがオンラインにて開催された。 

12月10日 選挙管理委員会がオンラインにて開催された。 

12月14日 学会ホームページを更新し、「認定医オンライン申請フォーム」公開した。 

12月15日 学会ホームページを更新し、「研究者ファンド募集期間延長のご案内」を掲載した。併

せて、理事・評議員各位に通知した。 

12月17日 学会ホームページを更新し、「第92回歯科衛生士教育講演B開催のご案内」を掲載した。 

12月19日 歯科衛生士関連委員会がAP東京八重洲通りで開催された。 

12月23日 第64回合同脱タバコ委員会がオンラインで開催され、健康サポート委員会より稲垣理

事と中山先生が出席した。 

1月6日 国民向け新ホームページに関する打ち合わせがオンラインで開催された。 

1月14日 学会ホームページを更新し、第91回歯科衛生士教育講演B in 愛媛の報告書を掲載し

た。 

1月17日 カジュアルコンテンツ製作に関する打ち合わせがオンラインで開催された。 

1月17日 健康サポート委員会より「診療報酬改定に関する意見募集（パブコメ）の件」の申し出

を受けて会員各位へ協力依頼を配信した。 

1月19日 執行役員会がオンラインで開催された。 

1月19日 歯科再生医療推進ネットワーク第7回協議会がオンラインで開催され、多部田理事が出

席した。 

1月20日 

～ 3月 18

日 

医療安全講習がオンラインで開催された。 

1月20日 学会ホームページを更新し、ピックアップに医療安全講習のバナーを掲載した。 

1月21日 専門医委員会がAP東京八重洲通りで開催された。 

1月21日 日本歯周病学会会誌62-4お知らせメールを会員各位へ配信した。 

1月28日 学会ホームページを更新し、「研究者ファンド募集期間再延長のご案内」、「地域活動

賞募集のご案内」を掲載した。前者は理事・評議員各位に通知した。 

1月30日 第92回歯科衛生士教育講演B in 兵庫がオンラインで開催された。 

2月1日 「地域活動賞募集のご案内」を会員各位へ通知した。 

2月1日～

10日 

次期理事選挙が電子投票方式にて行われた。 

2月7日 カジュアルコンテンツ製作に関する打ち合わせがオンラインで開催された。 

2月9日 第46回禁煙推進学術ネットワーク定例会議がオンラインで開催され、健康サポート委

員会より稲垣理事が出席した。 

2月10日 認定医委員会、国民向け新ホームページ打ち合わせがオンラインで開催された。 

2月13日 選挙管理委員会がオンラインで開催された。 

2月14日 第65回合同脱タバコ委員会がオンラインで開催され、健康サポート委員会より稲垣理

事と中山委員が出席した。 

2月15日 学会ホームページを更新し、「第108回アメリカ歯周病学会共催日本臨床歯周病学会・

日本歯周病学会2022年大会のご案内」、「第14回アジア太平洋歯周病学会（APSP学術大

会）のご案内」「「金田博夫研究助成基金2022年度海外留学」募集のご案内」を掲載し

た。 

2月17日 常任理事会、奨励賞選考委員会、教育賞選考委員会がオンラインで開催された。 

2月21日 広報委員会がメール持ち回りで開催された。 

2月22日 学会ホームページを更新し、「第108回アメリカ歯周病学会共催日本臨床歯周病学会・

日本歯周病学会2022年大会のご案内」、「加熱式タバコに関する日本歯周病学会見解」、
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「歯周病の新分類への対応改訂版」、「禁煙支援パンフレット2022「始めよう禁煙!!」」、

「倫理審査申請に必要な要件の追加について（お知らせ）」をした。 

2月24日 倫理委員会がメール持ち回りで開催された。 

2月25日 医療安全講習の視聴・登録期間延長のお知らせを会員各位へ通知した。 

2月27日 歯科衛生士関連委員会がオンラインで開催された。 

2月28日 学会ホームページを更新し、「第92回歯科衛生士教育講演開催報告書」を掲載した。 

3月2日 ＠DIMEに歯周病啓発記事が掲載された。 

3月2日 若手研究者の集いワーキンググループがオンラインで開催された。 

3月10日 国民向け新ホームページ打ち合わせがオンラインで開催された。 

3月14日 再生治療ガイドライン改定ワーキンググループがオンラインで開催された。 

3月15日 学会ホームページを更新し、「Young Investigator Award（SUNSTAR Award）募集期間

延長のご案内」を掲載した。併せて、会員各位に通知した。 

3月15日 倫理委員会がメール持ち回りで開催された。 

3月19日 専門医委員会がAP東京丸の内で開催された。 

3月22日 カジュアルコンテンツ製作打ち合わせがオンラインで開催された。 

3月22日 学会ホームページを更新し、「禁煙支援の評価票と解説」を掲載した。併せて、会員各

位に通知した。 

3月24日 執行役員会がオンラインで開催された。 

3月25日 学会ホームページを更新し、「令和4年3月16日 福島県沖を震源とする地震に伴う対応

について」を掲載した。併せて、会員各位に通知した。 

3月25日 学会ホームページを更新し、「歯周病カジュアルコンテンツ（2022.4.18公開予定）」

を掲載した。 

3月29日 会則委員会がメール持ち回りで開催された。 

3月30日 学会ホームページを更新し、「第65回春季日本歯周病学会学術大会プログラム・抄録

集」、「歯周治療のガイドライン2022」を掲載した。 

3月31日 学会ホームページを更新し、「令和4（2022）年度学術賞、令和5（2023）年度シーズ育

成若手奨励研究助成」募集のご案内、「第108回アメリカ歯周病学会共催日本臨床歯周

病学会・日本歯周病学会2022年大会 JACP/JSPポスター募集期間延長のお知らせ」を掲

載した。 

 

【日本歯科医師会・日本歯科医学会・日本歯科医学会連合関連】 

9月1日 日本歯科医学会より「全国歯科大学・歯学部／医科大学・医学部歯科（口腔外科）教授

等名簿」を拝領した。 

9月1日 日本歯科医学会より「『磁性アタッチメントを支台装置とする有床義歯の診療に対する

基本的な考え方』の学会HPアップにつきまして」を拝領し、理事各位へ転送した。 

9月9日 日本歯科医学会より「HP掲載：学会長ご挨拶 令和3年9月号」を拝領し、理事各位へ転

送した。 

9月9日 第24回日本歯科医学会学術大会より「特設サイト・大会ムービーのご案内につきまし

て」を拝領し、理事各位へ転送した。 

9月9日 日本歯科医学会より「献血血液の研究開発等への使用に関する公募の実施について」を

拝領し、理事各位へ転送した。 

9月14日 第24回日本歯科医学会学術大会参加登録に関する説明会がWeb開催され、事務局が出席

した。 

9 月 23 ～

25日 

第24回日本歯科医学会学術大会がオンラインにて開催された。オンデマンド開催とし

て10月31日まで開催される。 

9月24日 日本歯科専門医機構「歯周病専門医に関する打ち合わせ」がWeb形式にて開催され、小

方理事長、村上前理事長、吉成理事、山本理事が出席した。 

10月2日 日本歯科専門医機構より「医療法第六条の五第三項及び第六条の七第三項の規定に基

づく医業、歯科医業若しくは助産師の業務又は病院、診療所若しくは助産所に関して広

告することができる事項の一部を改正する告示の施行について」を拝領した。 

10月4日 日本歯科医学会学術大会「学会長ご挨拶 令和3年10月号」、「日歯NEWS LETTER 第29

号」を拝領し、理事各位へ転送した。 

10月13日 日本歯科専門医機構より「共通研修結果について」を拝領した。 

10月15日 「【重要：第一報】日本歯科専門医機構「共通研修」承認不可のご連絡」を学会ホーム

ページに掲載した。 
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10月18日 日本歯科医学会より「日歯NEWS LETTER 第30号」を拝領し、理事各位へ転送した。 

10月19日 日本歯科医学会より「第37回「歯科医学を中心とした総合的な研究を推進する集い」開

催について」を拝領し、理事各位へ転送した。 

10月19日 「【重要：第二報】日本歯科専門医機構「共通研修」承認不可のご連絡」を学会ホーム

ページに掲載した。 

10月20日 第24回日本歯科医学会学術大会より「オンデマンド配信終了の期日が迫る！」を拝領

し、理事各位へ転送した。 

10月21日 日本歯科専門医機構にて「歯科専門医制度運用審査」が開催され、吉成理事と事務局が

出席した。 

10月27日 日本歯科医学会より「専門・認定分科会会員数の照会について（依頼）」を拝領し、事

務局より回答した。 

10月28日 日本歯科医学会連合より「明日(10/29)開催の「第16回 医工連携オンラインピッチ」に

ついてご連絡」を拝領し、理事各位へ転送した。 

10月28日 日本歯科医学会より「歯科イノベーションロードマップ特設サイト「ミライのシカイ」

公開について」を拝領し、理事各位へ転送した。 

10月29日 日本歯科医学会連合より「本日開催の「第16回 医工連携オンラインピッチ」は中止に

なりました。」を拝領し、理事各位へ転送した。 

11月1日 日本歯科医学会より「歯科イノベーションロードマップ特設サイト「ミライのシカイ」

公開について」を拝領し、理事へ転送した。 

11月1日 日本歯科医学会より「日本歯科医学会誌第41巻へのご執筆について（依頼）」を拝領

し、小方理事長が対応した。 

11月4日 日本歯科医学会より「ICD-11和訳作業確認依頼」があり、用語委員会にて対応した。 

11月8日 日本歯科医学会より「都道府県別医療事故報告件数について（情報提供）」を拝領し、

理事へ転送した。 

11月11日 日本歯科医学会連合より「日本接着歯学会主催「2021年度第2回臨床セミナー・専門医

認定研修会」のご案内について」を拝領し、理事へ転送した。 

11月11日 日本歯科医学会より「日歯NEWS LETTER 第31号」を拝領し、理事へ転送した。 

11月16日 日本歯科医学会より「HP「学会長ご挨拶 令和3年11月号」を拝領し、理事へ転送した。 

11月17日 日本歯科専門医機構より「第２回社員総会（メール会議）について」を拝領した。執行

部で検討した結果、全て議題について、賛成として回答した。 

11月24日 日本歯科医学会連合より「公開シンポジウム開催のご案内（主催：日本学術会議  共

催：日本歯科医学会連合）」を拝領し、理事へ転送した。 

12月1日 日本歯科専門医機構より「「役員候補者選考会議」の委員候補者に関するご意見伺い」

を拝領し、問題なしとして回答した。 

12月2日 日本歯科医学会より「HP掲載：学会長ご挨拶 令和3年師走号」を拝領し、理事へ転送

した。 

12月2日 日本歯科医学会を通じて厚生労働省より「歯科医師国家試験出題基準改定案に関する

ご意見募集につきまして」依頼があり、教育委員会と理事へ転送し、意見を回答した。 

12月3日 日本歯科医学会より「令和3年度 医療事故調査制度に係る「管理者・実務者セミナー」

の開催について」を拝領し、理事へ転送した。 

12月15日 日本歯科専門医機構より「共通研修認定結果の送付について」を拝領した。 

12月15日 日本歯科医学会連合より「年末年始のご挨拶」を拝領し、理事へ転送した。 

12月21日 日本歯科専門医機構より「事務所移転と年末年始の休業について」を拝領し、理事へ転

送した。 

1月6日 日本歯科医学会より「HP「学会長ご挨拶 令和4年新年号」」を拝領し、理事へ転送し

た。 

1月7日 日本歯科医学会より「上原賞の授与者決定・受賞講演配信のお知らせ」を拝領し、理事

へ転送した。 

1月7日 日本歯科医学会より「令和4年度プロジェクト研究費公募用テーマのご提案について」

を拝領した。理事ならびに研究委員会で検討を行い、2月18日に提出した。 

1月7日 日本歯科医学会より「第65回春季日本歯周病学会学術大会後援名義貸与承諾書」を拝領

した。 

1月13日 日本歯科医学会より「令和3年度「歯科健康診査推進事業(地域における歯科口腔保健

状況の分析・評価等)」へのご協力依頼について」を拝領し、会員へ協力依頼を行った。 
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1月14日 日本歯科専門医機構より「共通研修要項の改訂についてのご案内」拝領した。 

1月14日 日本歯科医学会連合より「新型タバコ、特に加熱式タバコに関する注意喚起（口腔9学

会合同脱タバコ社会実現委員会）」拝領し、ホームページ掲載と会員あて配信を行っ

た。 

1月24日 日本歯科医学会連合より「臨床研究支援委員会フォーラム開催のご案内」を拝領し、理

事へ転送した。 

1月24日 日本歯科医学会より「医療事故の再発防止に向けた提言第15号の公表について」、「日

歯NEWS LETTER 第32号」を拝領し、理事へ転送した。 

1月25日 日本歯科専門医機構より「事務局移転のご連絡」を拝領し、理事へ転送した。 

1月25日 日本歯科医学会より「生理学研究所研究力強化戦略室先端バイオイメージング支援プ

ラットフォーム（ABiS）主催のシンポジウム開催について」を拝領し、理事へ転送し

た。 

1月28日 日本歯科医学会より「令和3年度日本歯科医学会会長賞選考結果」を拝領した。被推薦

者へ結果を報告した。 

2月1日 日本歯科医学会より「日歯NEWS LETTER 第33号」を拝領し、理事へ転送した。 

2月1日 日本歯科医学会連合より「令和4 (2022) 年度研究課題募集についてご案内」を拝領し、

理事へ転送した。 

2月1日 日本歯科医師会・日本歯科衛生士会へ「地域活動賞」候補団体推薦依頼を郵送した。 

2月8日 日本歯科医学会より「上原賞2021年度受賞者による受賞講演ライブ配信のご案内」、

「第19回(令和4(2022)年度)日本学術振興会賞受賞候補者の推薦について（依頼）」、

「第74回保健文化賞候補者の推薦について（協力依頼）」、「学会長ご挨拶 令和4年

2月号」を拝領し、理事へ転送した。 

2月10日 日本歯科医学会より「「磁性アタッチメント」動画の日本歯科医学会HP等への掲載につ

いて」を拝領し、理事へ転送した。 

2月10日 日本歯科医学会連合より「第5回大型医療研究推進フォーラム開催のご案内」を拝領し、

理事へ転送した。 

2月14日 日本歯科医学会より「日歯NEWS LETTER 第35号」を拝領し、理事へ転送した。 

2月14日 日本歯科医学会連合より「国際活動委員会からのアンケートへのご協力のお願い」を拝

領し、理事・評議員へ転送した。 

2月15日 日本歯科専門医機構運用審査がオンラインで開催され、吉成理事と山本理事が出席し

た。 

2月16日 日本歯科医学会より「令和3年度厚生労働省医政局歯科保健課委託事業「歯科健康診査

推進事業（地域における歯科口腔保健状況の分析・評価等）」への協力依頼についての

お礼」を拝領し、会員へメール配信を行った。 

2月16日 日本歯科専門医機構より「役員候補者選考会議委員選出について」を拝領した。 

2月17日 日本歯科専門医機構より「役員候補者の推薦について」を拝領し、小方理事長を推薦し

た。 

2月17日 「歯科健康診査推進事業(地域における歯科口腔保健状況の分析・評価等)」へのご協

力への御礼を会員各位へ配信した。 

2月18日 第107回日本歯科医学会評議員会がオンラインで開催された。 

2月21日 日本歯科医学会より「日歯NEWS LETTER 第36号」を拝領し、理事へ転送した。 

2月25日 日本歯科医学会連合より「第5回大型医療研究推進フォーラムの抄録を掲載しました」

を拝領し、理事へ転送した。 

2月28日 日本歯科医学会より「第107回評議員会の決定事項について」を拝領し、理事へ転送し

た。 

2月28日 日本歯科医学会より「令和4年度診療報酬改定に係る答申書等について」を拝領し、理

事へ転送した。 

3月2日 日本歯科医学会より「日歯NEWS LETTER 第37号」を拝領し、理事へ転送した。 

3月2日 「日本歯科医学会連合令和3年度臨時社員総会」がオンラインで開催され、佐藤秀一理

事が出席した。 

3月4日 日本歯科医学会より「令和４年度診療報酬改定に係る留意事項通知について」を拝領

し、理事へ転送した。 

3月4日 日本歯科専門医機構より「機構主催共通研修申込期間の再延長について」を拝領し、会

員へ周知した。 

3月7日 日本歯科医学会より「「系統的レビューワークショップ」（ランダム化比較試験のRisk 
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of Biasについて）の開催についてを拝領し、理事へ転送した。 

3月8日 日本歯科医師会より「開発中のアプリ掲載用の写真・図の提供について（お願い）」を

拝領し、理事・評議員へ周知した。 

3月10日 「都道府県歯科医師会社会保険担当理事連絡協議会」がオンラインで開催され、五味理

事が出席した。 

3月10日 「日本歯科専門医機構令和3年度理事会」がオンラインにて開催され、村上前理事長が

出席した。 

3月11日 「日本歯科専門医機構令和3年度臨時社員総会」がオンラインで開催され、佐藤秀一理

事が出席した。 

3月14日 日本歯科医学会より「「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」の一

部改正について（通知）」を拝領し、理事へ転送した。 

3月17日 日本歯科医学会より「第41巻オンラインジャーナル掲載のお知らせとアンケート回答

のお願い」を拝領し、理事へ転送した。 

3月23日 日本歯科医学会より「第13回（令和4(2022)年度）日本学術振興会 育志賞受賞候補者の

推薦について（依頼）」を拝領し、理事へ転送した。 

3月24日 日本歯科専門医機構より「令和3年度臨時社員総会における厚生労働省の発言につい

て」を拝領した。 

3月25日 日本歯科医学会より「ウクライナへの支援のための義援金募金について」を拝領し、理

事へ転送した。 

3月30日 日本歯科医学会より「日本歯科医学会／令和4年度 JDSR 執筆者推薦のお願い」を拝領

し、理事へ転送した。 

3月31日 日本歯科医学会より「歯科診療に関する基本的な考え方の学会HP公開につきまして」を

拝領し、理事へ転送した。 

3月31日 日本歯科医学会より「令和５年版歯科医師国家試験出題基準について」を拝領し、理事

へ転送した。 

 

【日本歯学系学会協議会・歯学系学会社会保険委員会連合関連】 

9月9日 日本歯学系学会協議会より「地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS） 

令和4年度 研究提案募集開始」を拝領し、理事各位へ転送した。 

10月8日 歯学系学会社会保険委員会連合より「『歯保連試案2021』販売ご協力について(お願い）」

を拝領し、協力承諾として回答した。 

10月13日 日本歯学系学会協議会より「歯保連試案2021」を拝領した。 

11月10日 歯学系学会社会保険委員会連合が「歯保連2021発売に関する記者会見」を実施した。 

11月12日 日本歯学系学会協議会より「日本咀嚼学会第27回咀嚼と健康ファミリーフォーラム開

催のご案内」を拝領し、理事へ転送した。 

11月26日 日本歯学系学会協議会より「次期理事候補者推薦依頼」を拝領し、小方理事長へ候補者

として推薦した。 

12月17日 歯学系学会社会保険委員会連合より「日本睡眠歯科学会の歯保連加盟について」を拝領

し、承認として回答した。 

1月12日 日本歯学系学会協議会より「国際歯科学士会（ICD）日本部会 第52回冬期学会のご案

内」を拝領し、理事へ転送した。 

1月24日 日本歯学系学会協議会より「日本デジタル歯科学会2021年度冬季セミナーのご案内」を

拝領し、理事へ転送した。 

2月21日 日本歯学系学会協議会より「学協会連携分科会「日本学術会議と国内の学協会連合等と

の連携に関する調査」報告会」を拝領し、理事へ転送した。 

3月6日 歯学系学会社会保険委員会連合より「歯学系学会社会保険委員会連合役員改選につい

て」を拝領し、承諾として回答した。 

3月22日 日本歯学系学会協議会より「日本咀嚼学会主催セミナー「青年期の食育と咀嚼の大切

さ」開催のお知らせ」を拝領し、理事へ転送した。 

3月31日 日本歯学系学会協議会より「プロシーディング発行のご連絡について」を拝領し、理事

へ転送した。 
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【その他】 

9月13日 一世出版より「転載許諾のお願い」を拝領し、承諾として回答した。 

9月15日 ガイドデントより「代表取締役社長交代のお知らせ」を拝領し、理事各位へ転送した。 

9月16日 第95回日本細菌学会総会より「広報のお願い」を拝領し、理事各位へ転送した。 

9月17日 日本医療機能評価機構より、「歯周病患者における抗菌薬適正使用のガイドライン」の

Minds掲載依頼があり、承諾として回答した。10月26日付で掲載された。 

9月18日 沼津市健康づくり課より「転載許諾のお願い」を拝領し、承諾として回答した。 

10月18日 口腔9学会脱タバコ社会実現委員会より「日本歯科新聞の「加熱式タバコ」に関する広

告について」を拝領し、賛同する旨、回答した。 

11月1日 日本学術会議より「活動と運営に関するご連絡」を拝領し、理事へ転送した。 

11月8日 日本口腔インプラント学会より「50周年記念誌」を拝領した。 

11月24日 クインテッセンス出版より「新聞クイント年頭企画「歯科人新年の一言」」を拝領し、

小方理事長が対応した。 

11月26日 小方理事長が日刊SPAの取材対応を行った。 

11月29日 小学館「週刊ポスト」より取材協力のお願いがあり、小方理事長、三谷理事にて対応し

た。 

12月2日 8020推進財団より「第19回フォーラム8020のご案内」を拝領し、理事へ転送した。 

12月2日 禁煙推進学術ネットワークより「禁煙治療・支援のためのeラーニング（J-STOP）の周

知のお願い」を拝領し、会員各位へ配信した。 

12月3日 日本学術会議より「第183回日本学術会議総会及び記者会見に関する御報告」を拝領し、

理事へ転送した。 

1月6日 禁煙推進学術ネットワークより、「二コチン依存症治療用アプリの処方についての時

限的条件緩和に関する要望書（案）」への賛同依頼があり、執行役員会協議の結果、賛

同として回答した。 

1月14日 菅谷勉先生より「転載許諾のお願い」があり、承諾として回答した。 

1月17日 「第18回ヘルシー・ソサエティ賞候補者推薦のお願い」を拝領し、理事へ転送した。 

1月19日 永末書店より「転載許諾のお願い」があり、承諾として回答した。 

1月24日 （公財）西山デンタルアカデミーより「2021年度NDA歯科医療研究助成制度のご案内」

を拝領し、理事へ転送した。 

1月25日 口腔9学会合同脱タバコ社会実現委員会の一面広告「われわれは加熱式タバコを含むあ

らゆるタバコの禁煙を推進します。」が日本歯科新聞に掲載された。 

1月25日 日本有病者歯科医療学会より「創立三十周年記念式典開催のご案内」を拝領した。出席

者の調整がつかず、欠席として回答した。当日、祝電を送付した。 

1月26日 関西大学小川様より「「歯周病に関する知識の増進と知識獲得に伴う行動変容」調査内

容に関するご教示のお願い」を拝領し、小方理事長が対応した。 

2月1日 日本学術会議より「「日本学術会議の在り方に関する政策討議取りまとめ」について

（会長メッセージ）」を拝領し、理事へ転送した。 

2月1日 第一生命保険より「第74回保険文化賞候補者の推薦について」を拝領し、理事へ転送し

た。 

2月4日 日本学術振興会より「第19回（令和4年度）日本学術振興会受賞候補者の推薦について」

を拝領し、理事へ転送した。 

2月7日 8020推進財団より「小冊子：マイナス1歳から始める母と子の歯育て～生涯おいしく食

べるために～」を拝領。 

2月7日 日本学術会議より「日本学術会議の在り方に関する政策討議取りまとめ」について（会

長メッセージ）」を拝領し、理事へ転送した。 

2月8日 サンスター財団より「「金田博夫研究助成基金 2022年度海外留学」募集再開のご案内」

を拝領し、理事へ転送、ならびにホームページ掲載を行った。 

2月8日 Mindsより「第23回診療ガイドライン作成に関する意見交換会の当日の動画およびアン

ケート結果の公開につきまして」を拝領し、現在進行中のガイドライン改定を進めら

れている各委員会・WGへ転送した。 

2月8日 日本学術会議より「持続可能な発展のための国際基礎科学年（IYBSSD2022）」へのご協

力のお願いを拝領し、賛同として回答した。 

2月9日 日本学術振興会より「第19回日本学術振興会賞受賞候補者の推薦について」を拝領し、

理事へ転送した。 

2月10日 @DIME（アットダイム）より取材依頼があり、小方理事長が対応した。 
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2月15日 学術著作権協会より「文化庁著作権課調査研究事業に関わるアンケートご協力のお願

い」拝領し、理事・評議員へ転送した。 

2月21日 ジンマー・バイオメット・デンタルより「社名変更のお知らせ」を拝領し、理事へ転送

した。 

2月28日 日本学術会議より「会長談話 「ロシアによるウクライナへの侵攻について」」を拝領

し、理事へ転送した。 

2月28日 日本学術会議より「活動と運営に関するご連絡」を拝領し、理事へ転送した。 

3月1日 日本学術会議より「意見照会：第26期会員候補者の選考方針（原案）に係るご意見につ

いて」を拝領した。 

3月2日 昭和薬品化工より「社名変更および住所移転のお知らせ」を拝領し、理事へ転送した。 

3月2日 第34回日本レーザー歯学会学術大会より「ご後援のお願い」を拝領し、承諾として回答

した。 

3月2日 神奈川県健康増進課より、「転載許諾のお願い」があり、承諾として回答した。 

3月2日 日本学術会議より「国際学術会議等によるウクライナに関するステートメントについ

て」を拝領し、理事へ転送した。 

3月22日 日本口腔インプラント学会より「第52回学術大会における共催セッションに関するご

依頼」を拝領し、承諾として回答した。 

3月22日 禁煙推進学術ネットワークホームページにて「2022年2月の「禁煙の日」記事」が掲載

された。 

3月23日 日本学術振興会より「第13回育志賞募集のご案内」を拝領し、理事へ転送した。 

3月31日 口腔保健協会より「理事長交代のお知らせ」を拝領し、理事へ転送した。 

 

 

 

②会計報告（申理事・中山幹事） 

新年度が始まったばかりなので、報告事項はございません。 
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(2) 各種委員会報告（小方理事長） 

【研究委員会】 

  １．研究者育成ファンドによる奨学金助成の選考について 

  本年度の応募者は1名であったが、その方より「申請時：大学院生であったが、現時点：助手（職

種としては常勤扱い月給制、賞与等の支給はなく、1年任期）に採用されたため、受給要件を満た

すかどうか」という申し出があり、選考委員会で協議を行った結果、現行規定では非常勤までが

対象範囲なので、今回の採択者には辞退いただくよう案内する方針を確認した。これにより、本

年度は採択者なしとなった。 

２．奨励賞選考結果について 

１）山崎恭子（新潟大学大学院医歯学総合研究科歯周診断・再建学分野） 

Oral Pathobiont-Induced Changes in Gut Microbiota Aggravate the Pathology of Nonalcoholic Fatty Liver 

Disease in Mice 

Frontiers in Immunology 

２）畑野紗希（広島大学大学院医系科学研究科歯周病態学分野研究室） 

The role of nuclear receptor 4A1 (NR4A1) in drug-induced gingival overgrowth 

The FASEB Journal 

３）菅 毅典（福岡・菅歯科・小児歯科医院） 

Characterization and Study of Gene Expression Profiles of Human Periodontal Mesenchymal Stem Cells in 

Spheroid Cultures by Transcriptome Analysis 

Stem Cells International 

４）中尾雄紀（九州大学大学院歯学研究院歯周病学分野） 

Exosomes from TNF-α-treated human gingiva-derived MSCs enhance M2 macrophage polarization and 

inhibit periodontal bone loss 

Acta Biomaterialia 

３．令和4（2022）年度学術賞（LION Award）同シーズ育成若手奨励研究助成の募集を4月1日より

開始した（締切：5月31日） 
 

【ぺリオドンタルメディシン委員会】 

ガイドライン進捗状況 

1．5月末をもって統一フォーマットによるSoFテーブルと構造化抄録を完成 

2．6/2（木）委員会で推奨文の統一化に向けたレクチャーと討論 

3．7/29（金）委員会を開催予定：推奨文の確認とグレードを合議制で判定する予定 

＊＊その後、体裁を整え外部評価を行った後に、完成予定 
 

【医療委員会】 

１. 医療技術評価提案書対応（令和4年度診療報酬改定） 

本学会より提出の口腔バイオフィルム検査が「口腔細菌定量検査」と名称を変えて､４月より保

険収載された。保険点数は130点であり、今回は歯周組織検査が困難な障害（児）者及び在宅等にお

いて療養を行っている患者を対象としている。 

これに伴い、新規に「口腔バイオフィルム感染症」という病名が設定された。また、その関連疾

患として歯周炎、口腔粘膜炎、口臭の他、誤嚥性肺炎という医科病名が加えられた。 

本学会より提出の歯周基本治療におけるp-curの削除が承認された。 

歯周外科手術におけるp-cur術は現状のままである。 

 2024年度に向けて医療技術評価提案があれば事務局までご連絡頂きたい。 

２．ガイドライン改定 

Ａ．歯周治療のガイドライン2022（医療委員会対応） 

 ガイドラインが完成し、４月初めにpdf版としホームページに掲載した。冊子体は理事、関係機

関、作成委員のみ配布を行った。 

Ｂ. 歯周病患者における再生治療のガイドライン改定（ワーキンググループ対応） 

    2022年5月25日に第５回会議がZOOMにて開催予定。SoF tableの作り方の確認、論文リストと代

表論文の構造化抄録の確認を行う予定。 

３．その他 

歯周治療におけるICTの利活用・デジタル化について検討することとなり医療委員会で対応する

事となった。 

 

【医療安全委員会】 

  １．2021年度の歯科専門医共通研修「医療安全」のオンデマンド方式のビデオ作成 
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演者：広島大学病院 口腔総合診療科 河口浩之 

演題：「医療の質と安全管理」を見つめ直す 

－ノンテクニカルスキルからレジリエンスエンジニアリングまで－  

視聴期間：1月20日～3月19日 

２．2022年秋季日本歯周病学会での歯科専門医共通研修「院内感染対策」の企画・立案 

日時：2022年9月2日（金）8：50～9：50 仙台国際センター 

   演者：広島大学病院 感染症科 大毛宏喜 先生 

   演題：サイレントパンデミック 

座長：東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 総合診療歯科学分野 新田 浩 先生 

 

【認定医委員会】 

１．第27回認定医試験／第18回認定医更新について 

申請受付期間：令和4（2022）年1月11日（火）～1月28日（金） 

書類審査：令和4（2022）年2月10日（木） 

筆記試験：令和4（2022）年6月2日（木）10:00-10:45 於 東京 

合否判定会議と理事会承認：令和4（2022）年6月2日（木） 

２．第28回認定医試験／第19回認定医更新について 

申請受付期間：令和4（2022）年6月27日（月）～7月15日（金） 

書類審査：令和4（2022）年7月29日（金） 

筆記試験：令和4（2022）年9月1日（木）10:00-10:45 於 仙台 

合否判定会議と理事会承認：令和4（2022）年9月1日（木） 

３．認定医筆記試験問題について 

1項理事に作問依頼した問題を集計し、試験問題を決定した。 

４．臨床ポスター賞について（認定医委員会・専門医委員会共同） 

（第64回秋季学術大会発表，第65回春季学術大会表彰予定） 

・最優秀ポスター賞 

DP-56 二宮雅美（ﾆﾉﾐﾔ ﾏｻﾐ）先生（徳島大学大学院医歯薬学研究部歯周歯内治療学分野） 

   「感冒後に重篤化した壊死性潰瘍性歯肉炎の一症例」 

・優秀ポスター賞 

DP-50 星 嵩先生（ﾎｼ ｼｭｳ）先生（新潟・星歯科医院） 

   「上顎第一小臼歯の３度根分岐部病変に対してリグロス®︎と自家骨を併用した歯周組織再生療

法を行なった一症例」 

第65回春季学術大会発表分における事前審査：審査希望者は4月1日（金）締切で事前審査書類

を事務局へ提出。 

 ５．下記規約類の改正を行った。 

・認定医申請症例に関する資料の作成基準および送付方法の一部改正 

・認定医制度規則一部改正について 

①第64回秋季理事会にて発議がなされた「認定医資格要件に禁煙者要件を課すことについて」 

②認定期限の一元化について 

春季合格者 現行期限日を6/30まで延長する 

秋季合格者 現行期限日を12/31まで延長する 

    ③資格英語名称の追記 

６．「認定医・専門医申請における医薬品・医療機器等に関する考え方（薬機使用の考え方）」、「日

本歯周病学会学術大会・臨床ポスター応募症例チェックリスト（臨床ポスターチェックリスト）」

を整備した。 

７．第65回春季学術大会時の認定医教育講演開催前に日本歯科専門医機構の共通研修履修の件、上

記６の「薬機使用の考え方」、および「臨床ポスターで表示すべき4項目（利益相反・発表の患者

同意・手術の患者同意・未承認薬不使用）について30分程度、認定医・専門医両委員長より説明

を行う。 

 

【専門医委員会】 

１．第66回専門医新規申請の審査について 

申請期間：令和3(2021)年11月22日(月)～12月10日(金) 消印有効 

書類審査：令和4(2022)年1月21日(金) ハイブリッド開催 

申請数：17名 
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ケースプレゼンテーション: 令和4(2022)年3月19日(土) 

ハイブリッド開催(受験者 計13名はリモート参加)  

理事会承認：令和4(2022)年6月2日(水) (合格：11名、再提出：6名) 

２．第66回指導医新規申請，専門医・指導医更新，専門医研修施設新規申請・更新，専門医委員会

が認めた研修会の審査について 

申請期間：令和3(2021)年11月22日(月)～12月10日(金) 消印有効 

書類審査：令和4(2022)年1月21日(金) ハイブリッド開催 

理事会承認：令和4(2022)年6月2日(水) 

指導医新規申請数：3名(合格：2名, 次回書類再提出: 1名) 

専門医更新申請数：38名(合格：38名)  

指導医更新申請数：34名(合格：33名，単位不足のため更新不可：1名) 

研修施設新規申請数：0施設 

研修施設更新申請数：9施設(合格：9施設) 

その他の研修会：27件(合格: 27件) 

３．第67回専門医新規申請，第67回指導医新規申請，専門医・指導医更新，専門医研修施設新規 

申請・更新，専門医委員会が認めた研修会の審査について 

申請期間：令和4(2022)年6月13日(月)～7月1日(金) 消印有効 

書類審査：令和4(2022)年7月15日(金), ハイブリッド開催予定 

ケースプレゼンテーション：令和4(2022)年8月20日(土), ハイブリッド開催予定 

理事会承認：令和4(2022)年9月1日(木) 

４. 日本歯科専門医機構「専門医運用審査」について 

令和3(2021)年10月21日（木） 審査対象：2021年度前期JSP認定の全専門医 Zoom開催 

令和4(2022)年 2月15日（火） 審査対象：2021年度後期JSP認定の全専門医  Zoom開催 

【改善を要する点】 

Ａ）新規認定時の筆記試験導入について 

→第68回専門医新規申請(令和4(2022)年11，12月頃)募集分より導入予定。 

Ｂ）認定期限の一元化について 

→春季合格者 現行期限日を6/30まで延長する 

秋季合格者 現行期限日を12/31まで延長する 

Ｃ）資格更新を一年前ではなく６か月前からとする件 →方針を確認した 

Ｄ）研修施設の申請，更新における評価基準，方法，指導医の勤務体制について 

→学会ホームページにある専門医研修施設プログラムをチェックリストとして提出した 

Ｅ）更新期限の延長期間の上限設定 

     →ライフイベント等による手続期間延長については最大２年間としていることを回答した 

 ５．下記規約類の改正を行った。 

・専門医医申請症例に関する資料の作成基準および送付方法の一部改正 

・専門医制度規則一部改正について 

①認定期限の統一について 

春季合格者 現行期限日を6/30まで延長する 

秋季合格者 現行期限日を12/31まで延長する 

    ②資格英語名称の追記 
 

【口腔インプラント委員会】 

1．(1)インプラント周囲疾患の定義、(2)リスク因子、(3)治療法について歯周病学会としての見解を

纏めるための作業確認会議(2022年1月13日(木)18:30～Zoom会議)を実施。それまでの作業で集め

た直近までの文献をもとに、今後(1)～(3)につき次回会議までにレポートにまとめることとした。

4月5日19:00～第2回zoom会議を実施し、レポートの報告会を実施した。その結果、(1)定義につい

てはAAPとEFPの定義に準拠すべき、(2)、(3)については、エビデンスが不足しており、結論を導

き出すには至らなかったため、今後必要とされる調査、研究について提案できるよう作業を追加

することとなった。春季学会での委員会で状況報告予定。 

2. 春季学術大会での発表について 

A) 委員会主導シンポジウム（シンポジウムⅡ） 

蓮池  聡 委員「エビデンスからみたクロニクル」 

林 丈一朗 委員「インプラント周囲炎の治療における非外科的対応を考える」 

児玉 利朗 委員「インプラント周囲炎の治療:主に外科的対応」 

B) ポスター発表（P-41） 



 

- 14 - 

   上野 大輔 前委員「GRADEアプローチを用いた診療ガイドライン策定の試み ─CQ6 インプ

ラント周囲炎骨内欠損の外科的処置に有効な骨補填材はありますか？─」 

3. 第52回日本口腔インプラント学会学術大会にて、日本歯周病学会共催特別シンポジウムを予定。

本学会からは、座長 吉村篤利教授、三谷章雄教授、演者 辰巳委員長が発表予定。 

4. インプラント周囲疾患の定義、リスク因子、治療法についてエビデンスの纏めの公表方法につい

て協議を行っている。 
 

【歯科衛生士関連委員会】 

１．第34回新規申請、第25回更新申請の審査について 

申請期間：令和3(2021)年11月1日(月)～11月19日(金) 消印有効 

書類審査：令和3(2021)年12月19日(日) 

ケースプレゼンテーション：令和4（2022）年2月27日(日) WEB開催 

理事会承認：令和4(2022)年6月2日(木) 

２.  第35回新規申請、第26回更新申請の審査について 

申請期間：令和4（2022）年5月23日（月）～6月10日（金） 

書類審査：令和4（2022）年6月26日（日） 

ケースプレゼンテーション：令和4（2022）年8月7日（日） 

理事会承認：令和4（2022）年9月1日（木） 

３．ベストデンタルハイジニスト賞について 

   （第64回秋季学術大会発表、第65回春季学術大会表彰予定） 

HP-01 宇井みゆき 様（三重・菰野きむら歯科） 

「ラポール確立の重要性を再認識した広汎型慢性歯周炎StageⅣ GradeC の一症例」 

第65回春季学術大会発表分における事前審査：5月6日（金）締切で事前審査書類を事務局へ提出 

また、歯科衛生士の英語名称は「Dental Hygienist」であるため、正確性を期したく、ベストハイ

ジニスト賞（BH賞）→ベストデンタルハイジニスト（BDH）賞への変更することを提案した。今

回の受賞者より適用する。 

４．歯科衛生士教育講演Ｂについて 

・令和4（2022）年度 

宮崎県・沖縄県にて開催予定。（日程・詳細については、決まり次第ホームページに掲載） 

・令和5（2023）年度 

福井県・徳島県にて開催予定。（日程・詳細については、決まり次第ホームページに掲載） 

５．新国民向けホームページ掲載上での認定歯科衛生士の氏名・勤務先の掲載について 

全認定歯科衛生士へ令和4（2022）年5月6日（金）締切で確認を依頼した。 

６．下記規約類の改正を行った。 

・認定歯科衛生士申請症例に関する資料の作成基準および送付方法の一部改正 

・認定歯科衛生士制度規則一部改正について 

①第64回秋季理事会にて発議がなされた「認定歯科衛生士資格要件に禁煙者要件を課すことに

ついて」 

②認定期限の一元化について 

春季合格者 現行期限日を6/30まで延長する 

秋季合格者 現行期限日を12/31まで延長する 

    ③資格英語名称の追記 
 

【教育委員会】 

１．実習用模型歯破折について 

（株）ニッシンより、破折案件が発生した大学における対応（人工歯の材質改善）により破折件数

が大幅に改善したことを令和3（2021）年度第4回常任理事会で報告した。対策として 

・破折対策対象部位は複数根模型歯すべて（上下左右大臼歯）としたい 

・対策実施は最速で5/10出荷分から対応可能 

・対策実施までは予備模型歯の提供を継続する 

との報告を受けた。 

２．日本歯周病学会教育賞（令和3（2021）年度）の選考結果について 

応募取組名: 能動学習のための仕掛けを組み込んだ遠隔授業におけるグループ討議とピア・ラ

ーニングによる臨床実地問題作成を通した学生の学びに関する検討 

取組代表者: 大澤 銀子 (日本歯科大学附属病院総合診療科) 
 

【編集委員会】 
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１．編集委員会：新型コロナウイルス感染症対策のためメール会議 

２．令和3（2021）年度日本歯周病学会会誌賞選考結果（第63巻掲載）について 

基礎論文 

  ヒノキチオールおよびシャクヤクエキスはPorphyromonas gingivalisの歯肉上皮細胞への感染

を抑制する 

  筆頭著者：稲垣みずき 

  所属：日本ゼトック株式会社 

  日本歯周病学会会誌63巻3号 p.143-150 

 臨床論文 

超音波スケーラーから発生するエアロゾルの特性と口腔内外吸引装置による拡散防止効果の

検討 

  筆頭著者：高橋 直紀 

  所属：新潟大学大学院医歯学総合研究科歯周診断・再建学分野 

  日本歯周病学会会誌63巻4号 p.171-182 
 

【用語委員会】 

１. 日本歯科医学会よりの依頼のあったICD-11和訳確認作業 

 令和3（2021）年11月22日に日本歯科医学会へ提出 

２．歯周病学用語集第3版等における用語の見直し 進行中 

３．歯周病学用語集第4版に向けて新規用語選定  進行中 
 

【広報委員会】 

１．日本歯周病学会ホームページ Q&Aのアップデートについて 

ホームページに掲載されているQ&Aの内容について、全理事のご協力の元、現状にそぐわなくな

っていたQ&A内容すべてについて確認・修正を行なっていただいた。その後、広報委員会にて、ま

とめ、確認・体裁の修正を行い、令和3（2021）年12月に更新データがアップロードされた。 

２．日本歯周病学会 国民向け“新”ホームページについて 

メール会議にて広報委員会で検討した国民向けサイトの大項目（フレームワーク）をベースに、

掲載する主要なコンテンツ案を作成し、その各項目を理事に執筆していただいた。今後、執筆いた

だいた記事の内容について、確認していく予定である。また、web会議にて国民向け新サイトに表

示されるタイトル案として「Perio Book」が提示されている。 

３．「歯周病の予防および治療法の更なる国民への周知」のためのビデオについて 

歯周病の予防や治療の普及のために学会作成の啓発ビデオの作製を進めている。 

第１弾は、若者をターゲットとしたビデオとし、動画の内容等について、小方理事長、高井康博 

日本臨床歯周病学会理事長、今枝常晃 日本臨床歯周病学会広報委員と株式会社indi（企画）の担当

者、株式会社BABEL LABEL（アニメーション）の担当者と歯周病学会事務局と広報委員長 三谷が

参加してweb会議を行ってきた。キャラクターデザインはLINEスタンプや携帯待受画面画像で活躍

されているカナヘイ様、声優はTV・映画アニメで活躍されている花江夏樹様が担当。ストーリー

は「恋のような友情のような…ねことねずみのハートフルストーリーを楽しみながら、口腔ケアに

役立つ知識を覚えて歯周病を防ごう！」という内容である。若者層での拡散のしやすさも意識して、

タイトルは「にゃんかむちゅ～」とし、全６話の短編アニメで歯周病やケアの大切さも伝えている

インパクトある作品。良い歯の日（4.18）に動画が公開され、視聴回数は31万回以上となっており

(アクセス日 2022年5月1日)、一般の若者を含む多くの方への啓発や歯科受診勧奨に貢献している

と考えられる。 

４．ニュースレター 令和4（2022）年度第1号（4月）発行 

５．功労賞について募集を開始 

６．会員カード管理システムの今後の運用方法について：「会員側がアクセスして取得単位を確認す

る」サービス導入を検討している。 
 

【臨床研修委員会】 

  １．令和4（2022）年度以降の臨床研修会開催については保留中 

  （群馬県，愛媛県，福井県，沖縄県が延期中） 

２．歯周治療の啓発のためのPDF『歯周基本治療 -進め方とポイント-』を4月に学会ホームページに

掲載した 
 

【臨床データベース委員会】 

 下記の実施計画に基づいて作業を進めて行くことを委員会内で確認 
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（１）小規模後ろ向きデータ収集（100症例）の倫理申請  

（２）パロットデータとして解析 

（３）上記の（２）の結果を踏まえて委員会内で追加症例を収集して解析 

（４）認定症例からのデータ収集のための申請フォーマット案を作成 

（５）大規模のデータ収集のための倫理申請、認定３委員会への依頼 

（６）認定制度の申請での運用を開始して大規模なデータを収集 

→現在、（１）について、委員の所属施設による多施設研究として委員長所属機関（東京医科歯科大学）

にて倫理審査申請中 
 

【学会あり方委員会】 

１．「第55回若手研究者の集い」について 

 新型コロナウイルス感染拡大が収縮しないことから、Web形式で開催する 

  日 時 6月2日（木）18:00-20:00 

  参加者 50名（5/19時点） 

２. 「第8回若手研究者合宿（旧・若手研究者の集い合宿研修会）」について 

第65回秋季学術大会時に合わせて開催予定。前回同様、日帰り研修とする。 

日 時 9月1日（木）夕方（開始時刻は未定） 

会 場 未定 

定 員 未定 

幹事 竹立匡秀 先生（大阪大） 

３．令和3（2021）年度地域活動賞について 

2月1日より募集を開始している。応募締切は5月31日である。 

４．令和4（2022）年度Young Investigator Award（SUNSTAR Award）について 

今年度応募者：3名。選考委員会を組織した。 

    ５．歯周治療のガイドライン2022英語版作成について 

医療委員会と協力し「歯周治療のガイドライン2022」の内容を抜粋し、英語版を作成することと

なった。現在、英訳費用の見積もりを手配している。 
 

【健康サポート委員会】 

１．第25回日本顎顔面インプラント学会での発表 

（令和3（2021）年12月12日（日）名古屋国際会議場） 

 シンポジウム3「インプラント治療の安全哲学―禁煙介入の新たな展開」（埴岡委員、稲垣委員

長発表） 

  日本学術会議市民公開シンポジウム（第25回日本顎顔面インプラント学会と併催） 

「口腔疾患の予防・治療・保健教育の場の喫煙防止・禁煙支援指導などの喫煙対策の場とし

て活用すべきである」（埴岡委員、稲垣委員長発表） 

  ２．「加熱式タバコに関する警告喚起の見解」を令和3（2021）年11月8日に学会ホームページで公

開した。 

３．口腔9学会合同脱タバコ社会実現委員会対応 

1）会議対応：各会議へ稲垣委員長、埴岡委員、中山委員がweb出席した。 

第62回会議（令和3（2021）年11月15日（月）19：00～21：00） 

第63回会議（令和3（2021）年11月29日（月）19：00～21：00） 

第64回会議（令和3（2021）年12月23日（木）19：00～21：00） 

2）加熱式タバコに関する警告喚起の見解 

  加熱式タバコの喫煙についての注意喚起文書の配信（令和4（2022）年1月11日（火）） 

日本歯科新聞へ委員会名で一面広告を掲載（令和4（2022）年1月25日（火）） 

４．禁煙推進学術ネットワーク対応 

  1）第45回定例会議/第3回禁煙推進学術ネットワーク学術会議：埴岡委員、稲垣委員長が参加、発表 

（令和3（2021）年11月27日（土）13:00〜16:15  アクロス福岡） 

2）禁煙治療・支援のためのeラーニング（J-STOP）の周知依頼があり、令和3（2021）年12月13日に

OHASYSにて全会員へ配信した。 

3）第46回定例会議（令和4（2022）年2月9日（水）Web）：埴岡委員、稲垣委員長が参加。 

５．「禁煙の日」活動について 

令和3（2021）年10月分 第64回秋季学術大会時の活動報告 

禁煙推進学術ネットワークホームページに掲載された（令和3（2021）年11月1日）。 

令和4（2022）年2月分 禁煙支援パンフレットの掲載 
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2月の禁煙の日（2月22日）にあわせて、学会ホームページで公開した。同時に、禁煙推進学術ネ

ットワークにおいて、日本歯周病学会での2月の取組として公開した。禁煙支援パンフレットの

公開について、デンタルダイヤモンド5月号、DH style4月号に掲載された。また、クインテッセン

ス出版「歯科衛生士」、本パンフレットを含めた本学会の取組を、ザ・クインテッセンス「Guest 

Editorial」欄6月号、歯界展望News&Report6月号で掲載予定である。 

  令和4（2022）年3月分 歯周治療における禁煙支援の手順書の掲載 

   3月の禁煙の日（3月22日）にあわせて、平成30（2018）年の歯周治療における禁煙支援の手順書

（日歯周誌，60(4):201-219, 2018）を改変した禁煙支援問診票とその評価の解説部分を学会ホームペ

ージで公開した。同時に、禁煙推進学術ネットワークにおいて、日本歯周病学会での3月の取組とし

て公開予定である。 

令和4（2022）年4月分  学会ホームページへ「口腔９学会合同脱タバコ社会実現委員会「脱タバコ

意見広告ポスター」」を掲載 

4月の禁煙の日（4月22日）にあわせて実施した。 

  ６．会員のweb喫煙状況調査の実施にあたり、倫理申請が2022年3月23日付けで承認された（承認番

号：第JSP2021001号）。現在、web調査のためのフォームを作成中である。 
 

【国際交流委員会】 

１．KAP（Korean Academy of Periodontology）関連 

１）第65回春季学術大会での International Session に1演題の応募あり。 

２）本年はKAP派遣年。かつ３年に一度の調印式を実施する年である。 

KAPより10月15日〜16日にソウルで開催される第52回KAP大会において、小方理事長に特別

講演をお願いしたいとの正式な依頼があった。調印式についても現地で調印式を行いたいと

のこと。COVID-19感染拡大が収縮し、渡航可能であれば、JSP理事長、国際交流委員会委員

長が出席する予定である。引き続き、渡航が難しい場合、調印式はWeb開催とさせて頂きた

い旨、提案した。 

２．CSP（Chinese Society of Periodontology）関連 

１）第65回春季学術大会での International Session に1演題の応募あり。 

２）Yaping Pan CSP次期理事長が第65回秋季学術大会で代表講演。 

３．AAP関連 

１）AAP 22 フェニックス大会について 

・登録人数：56名（5月10日現在） 

・若手支援助成について：6月30日締切で受付中 

・JACP-JSP ポスターセッション登録演題数：19題（5月10日現在） 現在も演題受付中 

一般（基礎：11、臨床：5）、症例報告：2 歯科衛生：1 

コロナ禍のため、開催形式についてAAP事務局に確認したところ、今回は基本的には現地参

加形式で開催されるとの回答を得た。今回より料金区分：RG20（展示会場・ポスター会場の

み参加）が新設され、ポスター発表される歯科衛生士もこの区分で演題申込が可能である。 

・プロモーション対応 

A) 「JACPとJSP会員の皆様へ！」としたプロモーションビデオを2/22に学会ホームページへ掲

載した。 

B) AAPより、JSP・JACP両理事長あてに200文字程度のメッセージを頂きたいとの依頼があり、

両理事長に対応していただいた。 

・調印式 

7月末に横浜で開催予定の日本臨床歯周病学会40周年記念大会へAAP会長が訪日を予定され

ている。そこで調印式を実施したい旨、AAPより提案があった。詳細は調整中である。 

・その他 

A) 現地参加のケースを想定して、感染対策に関する文書と入国がスムーズに行えるよう学会

参加証明の発行をAAPに依頼。参加登録後に個別に対応。 

B) サムライナイトはJACP谷口先生経由でモリタ様へ開催意向を確認している。 

C) Pan Pacific Session（PPS）について： 

これまでのPPSではJSPとJACPの学術大会、年次大会のプログラム発送に合わせてPPSのパン

フレットを同封していた（JSPの場合、春季学術大会のプログラム発送に合わせて同封）。

COVID-19感染状況が流動的であるため、今回はパンフレットを印刷せず、PDFとして会員にメ

ールやHPで周知を図る。 

４．第65回春季学術大会時の International Sessionについて 

１）海外枠としてKAP，CSP, フィリピンより各1演題の応募あり。 
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２）国内枠１演題の応募あり。 

５．APSP関連 

１）The 14th APSP meetingが2022年8月29〜30日に開催予定。 

２）The 15th APSP meetingが2024年にベトナムで開催予定。 
 

 

 

 

【倫理委員会】 

１．倫理審査申請時にe-Learning受講を必須とすることをホームページに掲載した。 

２．倫理申請について：審査中２件、審査終了１件 

３．倫理委員会企画講演（第65回秋季日本歯周病学会学術大会） 

演者：高島 響子 先生 

（国立国際医療研究センター臨床研究センター臨床研究統括部生命倫理研究室） 

演題：人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の内容と2022改正 
 

【利益相反委員会】 

特になし 
 

【会則委員会】 

下記記規約の整備を行った。 

１．オンライン投票導入に伴い、「理事選任に関する内規」の一部改正を実施した。 

２．各賞表記の整理に伴い、各規約の一部改正を実施したい。 

・日本歯周病学会学会賞規程 

・日本歯周病学会学術賞規程 

・日本歯周病学会奨励賞規程 

・日本歯周病学会会誌賞規程 

・日本歯周病学会功労賞規程 

・日本歯周病学会優秀臨床ポスター賞規程 

・日本歯周病学会ベストデンタルハイジニスト賞規程 

・日本歯周病学会教育賞規程 

・日本歯周病学会Young Investigator Award規程 

・日本歯周病学会地域活動賞規程 

３．認定３委員会より、認定有効期限の統一、歯科専門医機構「共通研修」再編にともない対応

の提案を受け、下記規約の一部改正を実施した。 

・認定医制度規則 

・専門医制度規則 

・専門医制度施行細則 

・専門医審査施行細則 

・指導医制度規則 

・認定歯科衛生士制度規則 
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(3) 学術大会報告 

①第64回秋季学術大会開催報告（三谷理事） 
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②第65回秋季学術大会準備状況報告（山田理事） 

第65回秋季学術大会準備状況報告    2022年5月12日現在 

 

第65回秋季日本歯周病学会学術大会 開催概要 

1. 会期：令和4年（2022年）9月1日（木曜）、2日（金曜）、3日（土曜） 

2. 会場：仙台国際センター（宮城県仙台市）、オンデマンド配信 

3. 大会長：東北大学大学院歯学研究科 歯内歯周治療学分野 山田 聡 

4. 準備委員長：東北大学大学院歯学研究科 歯内歯周治療学分野 根本英二 

5. テーマ：「世界を先導する歯周病学を目指して」 

6. 演題登録期間：2022年4月18日～5月12日 

7. プログラム概要 

大会前日：9月1日（木曜） 

認定医筆記試験、各種委員会、理事会、理事懇親会 

 

大会1日目：9月2日（金曜） 

・特別講演I 

座長：山田 聡（東北大学大学院歯学研究科） 

講演者：山本雅之先生（東北メディカル・メガバンク機構機構長、東北大学大学院医学系

研究科教授） 

・シンポジウムI 

「AIが拓く医療の近未来」 

座長：村上伸也先生（大阪大学大学院歯学研究科） 

講演者：中澤 徹先生（東北大学大学院医学系研究科教授） 

  アサン・バドルル先生（フィリップス・ジャパン データサイエンティスト） 

  土井千章先生（NTTドコモ・東北大学大学院歯学研究科客員准教授） 

  未定（大阪大学大学院歯学研究科） 
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・シンポジウムII 

「歯周組織の分子基盤－疾患形成・病態の解明と臨床への応用－」 

座長：山田 聡（東北大学大学院歯学研究科） 

講演者：山城 隆先生（大阪大学大学院歯学研究科教授） 

  山田将博先生（東北大学大学院歯学研究科准教授） 

  鈴木茂樹先生（東北大学大学院歯学研究科講師） 

・総会・評議員会・表彰式 

・CSP代表講演 

畢良佳先生（CSP理事長）：ビデオ発表＋ライブでの質疑応答 

・Young Investigator Award（YIA） 

未定 

・一般口演、歯科衛生士口演、ランチョンセミナー、一般演題ポスター、企業展示 

 

大会2日目：9月3日（土曜） 

・特別講演II 

座長：山田 聡 

講演者：George Hajishengallis先生（ペンシルバニア大学歯学部教授） 

ビデオ発表＋ライブでの質疑応答 

・シンポジウムIII 

「EBMに基づいた歯周組織再生療法の現在と未来」 

座長：江澤庸博先生（吉祥寺南歯科 院長） 

北村正博先生（大阪大学大学院歯学研究科准教授） 

講演者：北村正博先生（大阪大学大学院歯学研究科准教授） 

 中山洋平先生（日本大学松戸歯学部准教授） 

 大月基弘先生（DUOデンタルクリニック院長） 

・認定医・専門医教育講演 

座長：山本松男先生（認定医委員会委員長） 

講演者：林丈一朗先生（明海大学歯学部教授） 

・倫理委員会企画講演（日本歯科専門医機構共通研修） 

座長：中島啓介先生（倫理委員会委員長） 

講演者：高島響子先生（国立国際医療研究センター） 

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の内容と2022改正」（仮

題） 

・医療安全委員会企画講演「院内感染」（日本歯科専門医機構共通研修） 

 座長：新田 浩先生（東京医科歯科大学） 

 講演者：大毛宏喜 先生（広島大学病院） 

 「サイレントパンデミック」 

・歯科衛生士教育講演 

座長：小田 茂先生（歯科衛生士関連委員会委員） 

講演者：星 嵩先生（医療法人星仁会星歯科医院） 

「新しい歯周病の診断基準」（仮題） 

・歯科衛生士シンポジウム（宮城県歯科衛生士会後援） 

「歯科衛生士による要介護高齢者の日常生活支援：その現状と課題」 

座長：服部佳功先生（東北大学大学院歯学研究科教授）・岡橋美奈子先生（宮城県

歯科衛生士会 副会長） 

講演者：片桐美由紀先生（特別養護老人ホーム まほろばの里 向山歯科衛生士） 

 岸さやか先生 

（仙台歯科医師会 在宅訪問・障害者・休日夜間歯科診療所歯科衛生士） 

 前澤葉子先生（東北大学病院歯科衛生士） 

・一般口演、臨床ポスター、歯科衛生士症例ポスター、企業展示 

・市民公開講座 

未定
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第65回秋季日本歯周病学会 会場使用計画 設営日 9月1日（木） 
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第65回秋季日本歯周病学会 会場使用計画 １日目 9月2日（金） 
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第65回秋季日本歯周病学会 会場使用計画 ２日目 9月3日（土） 
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③第66回春季学術大会準備状況報告（湯本理事） 

 

第66回春季学術大会準備状況報告 

2022年5月6日現在 

 

第66回春季日本歯周病学会学術大会 開催概要 

1. 会期：令和5年 (2023年) 5月25日(木)、26日(金)、27日(土) 

2. 会場：レグザムホール、香川県立ミュージアム、ホテルクレメント高松 

3. 大会長：徳島大学大学院医歯薬学研究部 歯周歯内治療学分野 湯本浩通 

4. 準備委員長：徳島大学病院 歯周病科 成石浩司 

5. 学会テーマ(案)：「歯周病」を語ろう！ ～その原点から未来へ～ 

6. 演題登録期間：検討中 

7. プログラム概要： 

大会前日：認定医筆記試験、各種委員会、理事会、写真撮影、理事懇親会、若手研究者の集い 

大会1日目・2日目 

・特別講演I 

座長：湯本 浩通(徳島大学大学院医歯薬学研究部歯周歯内治療学分野) 

講演者：竹内 理 教授・京都大学大学院医学研究科・医学専攻分子生体統御学講座・医化学分野 

      「自然免疫機構と炎症制御(仮題)」 

・特別講演II 

 座長：小方 賴昌 先生(日本大学松戸歯学部歯周治療学講座) 

講演者：佐田 政隆 教授・徳島大学大学大学院医歯薬学研究部・循環器内科学分野 

    「生活習慣病としての動脈硬化症などの循環器疾患に対するアプローチ(仮題)」 

シンポジウムI 

「歯周病の基礎研究から炎症制御・病態機序(仮題)」 

座長：多部田康一先生(新潟大学医歯学総合研究科歯周診断・再建学分野教授) 

講演者：稲垣 裕司先生(徳島大学病院・歯周病科・講師) 

    未定 

    未定 

・シンポジウムII 

「歯周病による医科疾患の重症化リスク(仮題)」 

 座長：小方 賴昌 先生(日本大学松戸歯学部歯周治療学講座) 

 講演者：吉成 伸夫 先生(松本歯科大学歯科保存学講・歯周) 

         片桐 さやか 先生(東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科歯周病学分野) 

              青山 典生 先生(神奈川歯科大学歯学部歯科保存学講座歯周病学分野) 

・シンポジウムIII 

「新たな領域を開拓する歯周病専門医の挑戦～未来の歯周病専門家たちへ～(仮題)」 

     座長：高柴 正悟 先生(岡山大学大学院医歯薬学総合研究科歯周病態学分野) 

   講演者：浦野 智 先生(医療法人浦野歯科診療所) 

       澤田 弘一 先生(鏡野町国民健康保険上齋原歯科診療所) 

       新田 浩 先生(東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科総合診療歯科学分野) 

・専門医機構研修単位講演：「院内感染対策」 

講演者：村上 圭史 教授・川崎医療福祉大学医療技術学部・臨床栄養学科 

・歯科衛生士シンポジウム 

「高齢者の歯周管理の重要性(仮題)」 

 座長：日野出 大輔 教授(徳島大学大学院医歯薬学研究部・口腔保健衛生学分野) 

  講演者：土井 登紀子先生(徳島大学大学院医歯薬学研究部) 

      「高齢者を対象とした疫学研究から」 

      川柴 淑先生(徳島県歯科衛生士会) 

      「地域保健の現場から」 

      佐久間 愛先生(麻生歯科クリニック・静岡市) 

      「歯科臨床の現場から」 

コメンテーター：吉岡 昌美 教授(徳島文理大学保健福祉学部・口腔保健学科) 
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AAP調印式・AAP会長記念講演：国際交流委員会 

KAP理事長招待講演：国際交流委員会 

国際セッション口演：国内4題、国外4題の計8演題を予定 

総会・評議員会・表彰式 

学会学術賞受賞記念講演 

認定医専門医教育講演：専門医委員会・認定委員会 

歯科衛生士教育講演：歯科衛生士関連委員会 

倫理委員会企画講演：倫理委員会 

医療安全委員会企画講演：医療安全委員会 

一般演題口演・ポスター発表、臨床(認定医・専門医)ポスター発表、歯科衛生士症例ポスター発表 

ランチョンセミナー・スイーツセミナー 

企業展示 

市民公開講座 

 

 

 

④第66回秋季学術大会準備状況報告（吉村理事) 

 

第66回秋季日本歯周病学会学術大会準備報告 

 

第66回秋季日本歯周病学会学術大会 開催概要 

１．会期：令和5年（2023年）10月12日(木)、10月13日(金)、10月14日(土) 

２．会場：出島メッセ長崎（長崎県長崎市） 

３．大会長：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 歯内歯周治療学分野 吉村 篤利 

４．準備委員長：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 歯内歯周治療学分野 柳口 嘉治郎 

５．テーマ：「グローカルな歯周治療」 

６．演題登録期間：未定 

７．プログラム概要 

  大会前日：10月12日(木) 

  認定医筆記試験、各種委員会、理事会、理事懇親会 

 

  大会１日目：10月13日(金) 

  特別講演Ⅰ 佐々木 敏 先生 （東京大学大学院社会予防疫学） 

  特別講演Ⅱ 協議中 

シンポジウムⅠ 地域医療について 角 忠輝 先生、野中 愛恵 先生 他  

シンポジウムⅡ 協議中 

総会・評議員会・表彰式、YIA、一般口演、 

歯科衛生士口演、ランチョンセミナー、一般演題ポスター、企業展示 

 

大会２日目：10月14日(土) 

  特別講演Ⅲ 野中 愛恵 先生（長崎大学総合歯科臨床教育学） 

シンポジウムⅢ 協議中 

  認定医・専門医教育講演 認定医・専門医委員会より依頼あり 

  歯科衛生士教育講演 歯科衛生士委員会より依頼あり 

  市民公開講座、一般講演、ランチョンセミナー 

臨床ポスター、歯科衛生士症例ポスター、企業展示 
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⑤その他の学術大会報告（小方理事長） 

 

日本歯周病学会 学術大会開催予定 
 

大会        日時      会場                   担当校・大会長 

令和4年度  
春季学術大会（第65回）2022/6/2,3,4  京王プラザホテル 

日本大・歯 

保存３・佐藤秀一教授 
                                                                                                  

秋季学術大会（第65回）2022/9/1,2,3  仙台国際センター 

東北大 

歯内歯周治療学・山田聡教授 
   （プログラム委員長 小方賴昌教授） 

                                                                                                  

令和5年度  
春季学術大会（第66回）2023/5/25.26.27 ホテルクレメント高松、レクザムホール、香川県立ミュージアム 

徳島大 

歯内歯周治療学・湯本浩通教授 
                                                                                                  

秋季学術大会（第66回）2023/10/12.13.14 出島メッセ長崎 

長崎大 

歯内歯周治療学・吉村篤利教授 
   （プログラム委員長 村上伸也教授） 

                                                                                                  

令和6年度  
春季学術大会（第67回）2024/5/23,24,25  場所：ビックパレットふくしま 

奥羽大・歯 

歯周病学・高橋慶壮教授 
                                                                                                  

秋季学術大会（第67回）2024/10/3.4.5  場所：札幌コンベンションセンター 

北海道大 

歯周・歯内療法学・ 菅谷 勉教授 

（プログラム委員長 村上伸也教授） 
                                                                                                  

令和7年度  
春季学術大会（第68回）2025  場所：未定 

東京医科歯科大 

歯周病学・岩田隆紀教授 
                                                                                                  

秋季学術大会（第68回）2025  場所：未定 

新潟大 

歯周診断・再建学・ 多部田康一教授 

（プログラム委員長 小方賴昌教授） 
                                                                                                  

令和8年度  
春季学術大会（第69回）2026  場所：未定 

朝日大 

歯周病学・辰巳順一教授 
                                                                                                  

秋季学術大会（第69回）2026  場所：未定 

未定 

（プログラム委員長 小方賴昌教授） 
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(4) その他 

①日本歯科専門医機構における学会対応について（小方理事長、村上前理事長、吉成理事、山本理事） 

１）認定証と認証に関わる受益者負担（経費負担）について 

 令和3年度春季総会時に示した方針の通りとする（以下再掲） 

Ａ）機構の認証を受けるに際し、その審査料として、概ね一万円／申請者が請求されてい

る。今後この金額が変更される可能性はあるものの、今後新規および更新の申請をする

際には従来の経費に加え、機構による審査料が付加されることとなる。尚、移行措置と

して、令和元（2019）-5（2023）年度分については、その追加経費を学会で負担する。 

Ｂ）上記の結果、今後は当学会および機構より、それぞれ認定証が届くこととなる。 

 

２）専門医制度運用審査対応 

  日本歯科専門医機構2021年度前・後期運用審査にて、専門医制度運用について改善を要す

る旨、指摘を受けた。認定医・専門医委員会、常任理事会ならびに理事会での議論の結果、

下記方針を決定した。 

Ａ）専門医新規認定時の筆記試験導入について 

→第68回専門医新規申請(令和4(2022)年11，12月頃)募集分より導入予定。 

Ｂ）認定期限日の統一について 

   →現行の専門医資格有効期限は「資格合格（更新）が承認された日～５年後」である。

認定期限日は各専門医で異なることから、日本歯科専門医機構より「わかりやすく統

一をお願いしたい」という要望を受けた。専門医だけではなく、認定医・指導医・認定

歯科衛生士・研修施設、すべての認定資格について 

春季合格者 現行の認定期限日を6/30まで延長する 

秋季合格者 現行の認定期限日を12/31まで延長する 

とする方針を確認し、昨日の理事会で協議を行った。この変更に伴う各資格者の認定有

効期限が短縮されることはない。なお、現行の認定証は読み替え対応とする。 

 

３）共通研修制度改定対応 

令和4（2022）年度より共通研修要項が改正された。主な変更点は下記枠内の通りであ

る。未受講の場合、専門医資格を喪失する場合があるので、ご注意願いたい。 

学会としては春季・秋季学術大会へ毎回参加すれば要件を満たせるようなプログラムを

構築し、大会校、プログラム委員会、倫理委員会、医療安全委員会、認定医・専門医委員

会が共同で学術大会プログラム編成を実施していく。 

自身が現時点にて何単位取得済で、どうすれば基準を満たすのかを判断できるフローチ

ャートを作成した。歯周病専門医新規申請・更新時の確認用としてご活用願いたい。 

 

【改正点要約】 
 

1) 共通研修区分が再編され、研修項目は５項目（①医療倫理、②患者・医療者関係の構

築、③医療安全共通研修、④院内感染対策、⑤医療関連法規・医療経済）に変更とな

った。 

 

2) 2022-2023年度に歯周病専門医資格を新規申請・更新を行う場合、①医療倫理、③医

療安全共通研修、④院内感染対策の受講歴が各1単位以上かつ、共通研修単位を計6単

位（2022年度申請）、8単位（2023年度申請）取得が義務付けられた。 

 

3) 2024年度以降に歯周病専門医資格を新規申請・更新を行う場合、５項目（①医療倫

理、②患者・医療者関係の構築、③医療安全共通研修、④院内感染対策、⑤医療関連

法規・医療経済）の受講歴が各1単位以上かつ、5項目を含む共通研修単位を毎年度2単

位、計10単位取得が義務付けられた。 
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②各賞表記の整理について（小方理事長） 

各賞の表記（英語名の有無、スポンサー社記載方法等）を 

「日本歯周病学会○○賞（英語名称）。副賞：スポンサー社名 Award」 

に統一することを常任理事会で確認を行い、ホームページの更新を行った。一部改正が発生

する規約については会則委員会で検討の上、春季理事会で協議を行った。 

 

１．日本歯周病学会学会賞（JSP Distinguished Services Award） 

本賞は、本学会活動に功労のあった学会員を表彰する目的で設けられたものです。その内容は、歯

周病に関する多年の優れた研究、教育あるいは臨床業績により本学会の発展に寄与し、さらに本学

会の役員として本学会の運営にも著しく貢献したことが条件であります。申請者の応募資格として

継続して30年以上の会員歴が必要です。 

なお、本賞は副賞としてサンスター株式会社のスポンサーシップを得ており、受賞者には本賞(学会

賞盾)のほかに、副賞 SUNSTAR Award (賞金20万円) が贈られます。 

 

２．日本歯周病学会学術賞（JSP Distinguished Scientist Award） 

本賞は日本歯周病学会会員のうち、歯周病学において継続して優れた業績を上げた研究者の功績を

讃えることを目的としています。応募資格は以下に該当することが必要です。 

１ 本学会で継続して10年以上学会員として活躍している者 

２ 歯周病学分野の第一線で活躍し，将来大きな発展が期待できる者で年齢は募集締切日に満55

歳までの者 

３ 教授が応募する場合は，教授就任5年以内とする 

なお、本賞は副賞としてライオン株式会社のスポンサーシップを得ており、受賞者には本賞（学術

賞盾）のほかに、副賞 LION Award（賞金20万円）が贈られます。 

 

３．日本歯周病学会奨励賞（JSP Research Encouragement Award） 

本賞は歯周病学の発展に寄与する学術論文を発表した若手研究者を表彰することを目的としてお

ります。 

表彰対象は、日本歯周病学会の学術大会で発表され、かつ過去2年間に本学会会誌、または他の学術

誌に掲載された原著論文とします。 

応募資格は以下に該当することが必要です。 

１．2年以上の会員歴を有すること 

２．35歳未満であること 

３．筆頭著者であること 

４．過去に本賞を受けたことがないこと 

なお、本賞は副賞としてヒューフレディ株式会社のスポンサーシップを得ており、受賞者には本賞

(奨励賞盾)のほかに、副賞 Hu-Friedy Award (賞金3万円と同社製品)が贈られます。 

 

４．日本歯周病学会会誌賞（JSP Journal Award） 

当該年の本会誌の1号(3月発行)から4号(12月号発行)までに掲載された総説，原著，臨床報告を表

彰対象としております。 

なお、本賞は副賞として株式会社モリタのスポンサーシップを得ており、受賞者には本賞(表彰

状)のほかに、副賞 MORITA Award (賞金5万円とトロフィー)が贈られます。 

 

５．日本歯周病学会教育賞（JSP Education Award） 

本賞は歯周病学教育の発展に寄与した取組みを表彰することを目的としております。 

表彰対象は、歯周病学の教育の発展に寄与した研究報告・総説や教育手法等の取組みです。 

応募資格は、課題代表者が本学会の会員であること、過去に同一の課題で本賞または他学会におけ

る同様の趣旨の賞を受けたことがないことが条件です。 

なお、本賞は副賞として医歯薬出版株式会社のスポンサーシップを得ており、受賞者には表彰状の

ほかに、副賞 Ishiyaku Award（賞金5万円）が贈られます。 

 

６．日本歯周病学会優秀臨床ポスター賞（JSP Excellent Clinical Poster Award） 

本賞は日本歯周病学会学術大会臨床ポスターに発表された臨床症例の中から優れた発表を表彰し
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ています。各学術大会において最優秀ポスター賞1題、優秀ポスター賞1題を選出しております。 

なお、本賞は副賞としてクインテッセンス出版株式会社のスポンサーシップを得ており、受賞者に

は表彰状のほかに、最優秀賞受賞者には副賞 Quintessence Award（賞金5万円）が贈られます。 

 

７．日本歯周病学会ベストデンタルハイジニスト賞（JSP Best Dental Hygienist Award） 

本賞は歯科衛生士が歯周病の予防および治療を通し、専門的知識と技術の向上を図り、国民の口腔

保健の増進に寄与することを目的とし、本学会のそれぞれの学術大会において優れたポスター発表

を行った歯科衛生士に対して賞を贈ることを目的としています。 

なお、本賞は副賞としてタカラベルモント株式会社のスポンサーシップを得ており、受賞者には表

彰状のほかに、副賞 TAKARA BELMONT Award (賞金5万円とトロフィー)が贈られます。 

 

８．日本歯周病学会功労賞（JSP Distinguished Service Award） 

本賞は日本歯周病学会の発展に多大な功労のあった法人(賛助会員)を表彰することを目的としてお

ります。受賞法人には本賞（功労賞盾）が贈られます。 

 

９．Young Investigator Award 

本賞は学術大会発表において優れた研究を発表した若手研究者を表彰することを目的としており

ます。 

表彰対象は、本学会当該年度の日本歯周病学会 Young Investigator Award に応募し、学術大会に発

表された口頭発表とします。 

応募資格は以下に該当することが必要です。 

１ 2年以上の会員歴を有すること 

２ 33歳未満であること 

３ 筆頭著者であること 

４ 過去に本賞の受賞歴がないこと 

５ 過去に日本歯周病学会奨励賞の受賞歴がないこと 

なお、本賞は副賞としてサンスター株式会社のスポンサーシップを得ており、受賞者には本賞

（Young Investigator Award盾）のほかに、副賞 SUNSTAR Award（賞金5万円と記念品）が贈られま

す。 

 

10. 日本歯周病学会地域活動賞（JSP Regional Activity Award） 

本賞は、歯周病の予防・治療を通して、地域住民の健康増進に寄与した優れた活動業績を上げられ

た団体を表彰することを目的としております。 

受賞団体には表彰状が贈られます。 
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③認定医・専門医申請における医薬品・医療機器等に関する考え方の整備について（山本理事） 

     6月4日（土）15時からの認定医・専門医教育講演冒頭、10分程度本件説明を実施する。 

   本年度は周知期間として、本格実施は令和5（2023）年度からとする。 

--------------------------------------------------------------------------------------- 

「認定医専門医申請における医薬品・機器の使用に関する考え方」（薬機使用の考え方） 
 

 歯周治療の進歩や多様化に伴い、日本歯周病学会の認定医・専門医申請および学術大会臨床ポスター

発表に際して、様々な治療法が用いられた症例が提示されるようになりました。その中には、日本歯周

病学会の倫理規定との整合性等との関係から、同治療の妥当性を本学会の委員会等において判断するこ

とが困難なケースが散見されるようになっています。本文書では、日本歯周病学会の認定医・専門医申

請症例を以下の①〜③のケースに区別して整理し、医薬品・医療機器等の使用に関する考え方を下記の

ように再定義いたします。この再定義を基に、今後の本学会における症例申請や症例発表をご準備頂く

よう、お願いいたします。 

 

Ⅰ．申請症例の内容： 

① 国内承認された医薬品・医療機器等を、その適応および添付文書記載の方法に準じて用いている。

その使用にあたって患者のインフォームドコンセントが取得されていることを前提に用いている。 

② 国内承認された医薬品・医療機器等を、歯科医師の裁量権の下、患者のインフォームドコンセン

トが書面をもって取得されていることを前提に、添付文書に記載されていない方法で用いている。 

例）国内承認済みの複数の医薬品・医療機器の併用や、歯科領域での適応はないがその他の適

応で国内承認された医薬品・医療機器等を歯周治療に応用した等 

③ 国内未承認の医薬品・医療機器等を、我が国で定められた法規等の必要な手続きを行っているこ

と、その使用にあたって患者のインフォームドコンセントが書面をもって取得されていること、

を前提に用いている。 

 

Ⅱ．認定医・専門医・指導医申請症例について 

１． 認定医の申請症例は、原則として標準的治療法（上記①）で行う。ただし、特別な理由があれば、

その理由を付記し、併用療法等（上記②）の必要性や妥当性の根拠を示すことで、その症例を可とする。 

２． 専門医の申請症例は、標準的治療法（上記①）に加え、併用療法等（上記②）の必要性や妥当性

の根拠を示すことで、その症例を可とする。国内未承認や歯科領域での適応が取られていない医薬品・

医療機器等については、その使用根拠の説明を厳密に求める（上記③）。 

３． 難症例や重症例を申請する際に、国内未承認の医薬品・医療機器等を使用せざるを得ないと主治

医が判断した場合（上記③）は、その必要性や妥当性の根拠を示すことに加え、法律などの規則を遵守

した実施であることを明確に示す必要がある。 

例）欧米で販売されている医薬品・材料を個人輸入した場合の厚生労働省輸入確認書（旧制度の薬

監証明）の発給番号等を記載する。 

４． ただし、③に該当する場合においても、ヒト由来医薬品・医療機器等（具体的には、DFDBA、FDBA、

アローダム等）を用いたものは、申請用症例としては認めない。 

５． 国内未承認の医薬品・医療機器等を用いた症例でも、それらが国内承認された後では承認前に施

行されていても申請に用いることができる。 

例）ガイストリッヒバイオオス、0.3%リグロス 

６． 臨床研究の被験症例（Institutional Review Board（臨床試験審査委員会；IRB）等の承認を得たもの）

を申請に用いることを否定しない。ただし、認定医・専門医の技量を判断する上で妥当であるかどうか

は、個々に判断される。 

例）臨床研究として実施された試験的歯周外科のみが行われている症例を外科症例とすることは不

適と判断される。ただし、同患者に上記①あるいは②の治療が他部位において実施されている場合

には、外科症例として是と判断される。 

７． いずれの場合も、患者の同意を得た上での安全な医療の実施であることを明確にし、申請や公表

については個人情報保護と患者の権利確保を厳守しなければならない。患者からのインフォームドコン

セントを書面で取得した上で実施したものであること。 

８．再生医療等安全性確保法等に関わる治療法を含む場合は、専門医申請症例として技量を評価する症

例として妥当か、委員会で判断する。 

 

2022（令和4）年6月2日 

専門医委員会・認定医委員会・歯科衛生士関連委員会 
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日本歯周病学会学術大会・臨床ポスター応募症例チェックリスト 

（臨床ポスターチェックリスト） 

 

学術大会臨床（認定医・専門医）ポスター、歯科衛生士症例ポスター（以下、臨床ポスター）で

発表できるのは、歯周治療に関する症例報告です。「認定医専門医申請における医薬品・機器の使用

に関する考え方」に照らして発表のご準備をお願いいたします。（ご自身の症例が下の質問群に当

てはまらない場合は、事務局までお問い合わせください。） 

 

Q1．あなたの発表内容は症例報告※ですか？ 

□ はい → Q2へ 

□ いいえ → 疫学研究や臨床研究＃の場合は、一般演題に応募して下さい。 

※ 症例報告とは、一例から数例の治療経過や良好な結果をまとめて報告したもので、診療の有

効性・安全性を評価するなど研究的要素を含まないもの。 

＃ 症例集積、ケースシリーズ、通常の診療を越えた医療行為で研究目的のもの、通常の診療を越え

ない医療でも群間比較等研究や調査を意図したもの。 

 

Q2．「厚労省未承認薬・材料・医療機器の使用」「適応外使用」に該当しますか？ 

□ はい → Q3へ 

□ いいえ → Q5へ 

 

Q3．「認定医専門医申請における医薬品・機器の使用に関する考え方」の申請症例Ⅰ②またはⅠ③に当

てはまりますか？ 

□ Ⅰ②に該当 → Q7へ 

□ Ⅰ③に該当 → Q4へ 

 

Q4．以下のいずれに該当しますか？ 

□ Ⅰ③かつⅡ４に該当 → 臨床ポスターでは発表を許可しません。 

□ １③かつⅡ５に該当 → Q7へ 

□ Ⅰ③かつⅡ６に該当 → Q7へ（ただし、臨床研究に該当しないか個々に再審査をします） 

 

Q5. 再生医療等製品を使用した症例ですか？ 

 □ はい → Q6へ 

 □ いいえ → Q7へ（Ⅰ①に該当すると思われます） 

 

Q6. 再生医療等安全性確保法・医薬品医療機器等法等の関係法規を遵守し実施しましたか？ 

□ はい → Q7へ 

□ いいえ → 臨床ポスターでは発表できません。 

 

Q7. 「手術の同意」を書面でインフォームドコンセントを得ていますか？ 

□ はい → 公表可能♭ （公表予定のポスターは事前にチェックを受けます。） 

□ いいえ → 臨床ポスターでは発表を許可しません。 

♭ 以下の点に留意下さい。 

・個人情報保護法を遵守していること。 

・日本国以外で医療の実施された場合、その国・地域の法規を遵守していること。 

 

 

発表演題名：                                      

 

 

筆頭発表者名（自署）：                 申請日：（西暦）   年  月  日 

 

 

2022（令和4）年6月2日 

専門医委員会・認定医委員会・歯科衛生士関連委員会 
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④「歯周病の新分類」の本格実施について（村上前理事長） 

2019年12月に下記を発出してから2年経過した。暫間的な対応として、これまでの分類に新分類を併記し

て用いることを決定したが、この対応をしばらくの間、継続することを2月21日発出した。 
 

 

歯周病の新分類への対応 
 

2018年6月に、アメリカ歯周病学会（AAP）・ヨーロッパ歯周病連盟（EFP）より公表されました

歯周病の新分類に対する日本歯周病学会の対応を、以下の通り、お知らせいたします。 

2017年11月、AAP・EFP共催ワークショップ「World Workshop on the Classification of Periodontal and 

Peri-Implant Diseases and Conditions」が米国シカゴで開催され、歯周病の新分類策定についての議論

がなされました。このワークショップでは世界各国から100名を超す歯周病学分野・インプラント

学分野の専門家が一堂に会し、前回の1999年に開催されたワークショップ以降に蓄積された歯周病

学・インプラント学に関する科学的エビデンスを吟味し、新しい分類作成についての議論がなされ

ました。後日、その議論の結果はコンセンサスレポートとしてまとめられ、2018年6月、アムステル

ダムで開催されたEuroPerio9の会期中に公表されました。これら一連の議論に用いられた総説およ

び成果として取りまとめられたコンセンサスレポートはJournal of PeriodontologyおよびJournal of 

Clinical Periodontologyの誌上ならびに、AAP・EFPのウェブサイトにおいても閲覧可能です。また、

これらの正式文書の翻訳作業を日本臨床歯周病学会と合同で進め、2020年10月に出版いたしました。

これらの正式文書の翻訳作業が、日本臨床歯周病学会との合同で進められており、本年度内の出版

を目指して作業が進められております。 

今回の新分類で、最も大きな変化が示されたのは歯周炎の分類です。1999年に定められた分類で

は、歯周炎を侵襲性歯周炎と慢性歯周炎に大きく2つに分けていましたが、新分類では、これらを1

つの歯周炎としてとりまとめた上で、ステージとグレードという、診断のフレームワークが導入さ

れました。具体的には、歯周炎の重症度・複雑度が4つのステージ（ステージ1が最も軽症、ステー

ジ4が最も重症）に、歯周炎の進行リスクが3つのグレード（グレードAが最も低いリスク、グレー

ドCが最も高いリスク）に分けられ、グレードの決定に関しては喫煙や糖尿病といったリスクファ

クターが勘案されることとなりました。 

ここでは、ステージとグレードの分類表の日本語訳（日本歯周病学会認定）を提示させていただ

きますので、ご活用下さい。また、この日本語訳を何らかの目的で活用される際には、こちらのサ

イトを引用していただきますよう、お願いをいたします。 

なお、日本歯周病学会は、これまで長年蓄積されてきた臨床上および研究上の貴重な資産を途切

れることなく継続的に活用できることを念頭に置き、暫間的な対応として、これまでの分類に新分

類を併記して用いる暫間的な対応ことを、決定いたしましたしばらく継続いたします。即ち、先ず、

「限局型か広汎型か」、次にこれまで分類法である「慢性歯周炎か侵襲性歯周炎か」を記し、その次

にステージ、最後にグレードを記載していただくことといたします。具体的には 

 

広汎型 慢性歯周炎 ステージIII グレードB 

限局型 侵襲性歯周炎 ステージIV グレードC 

 

のように記載していただくことになります。 

 また、認定医、専門医、指導医、ならびに認定歯科衛生士の申請については、令和 2（2020）年

度を移行期間（これまでの分類でも、上記の分類でも可）とし、令和 3（2021）年度よりから、本

格実施するものといたを開始しましたす。 

今後、新分類の定着状況や科学的エビデンスの集積状況等を勘案し、診療、教育、研究の現場で

混乱が発生することが無いように十分な配慮を行い、新分類への移行を図りたいと思います。 

皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

令和元（2019）年12月20日 

特定非営利活動法人 日本歯周病学会 

理事長 村上 伸也 

令和4（2022）年2月21日  

特定非営利活動法人 日本歯周病学会 

理事長 小方 賴昌 
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⑤国民への歯周病啓発活動について（小方理事長） 

国民に対する歯周病啓発活動として下記プロモーション活動を実施した。１・２について春季学

術大会ポスター会に特設ブースを設置しているので、現地参加者におかれてはお立ちより願いたい。 

 

１．国民向け新ホームページの作成 

 理事各位にコンテンツ原稿の作成をお願いした。現在、頂いた原稿が厚生労働省「医業若しくは

歯科医業又は病院若しくは診療所に関する広告等に関する指針（医療広告ガイドライン）」に沿っ

た内容か、無断転載されていないかなどのチェックを行っている。 

 ホームページのタイトルは「PerioBook」とした。 

 フレーム作成や認定資格者のリスト整備を行い７月末に公開できるように準備を進めている。 

 

２．国民向け歯周病関連の啓発動画作成 

コロナ禍により、国民がオンラインで接触する時間が増えたことを受け、日本

臨床歯周病学会と共同で、国民に向けた歯周病啓発のためのＰＲ動画「にゃんか

むちゅー」を作成し、4月18日に公開した。 

本動画の作製目的は、歯を失う原因の1位は歯周病であること、45歳以上の50%

以上が歯周病であるとともに、15～24歳でも約20%が歯周病に罹っていることを踏

まえ、自分が歯周病になるわけがないと思っている若者に、歯周病の怖さ、予防

と治療の必要性、歯科受診の重要性を周知することである。 

今回の学術大会ポスター会場に特設ブースを設置し、放映を行っている。お時

間のある際に視聴していただきますようお願いします。 

 

【「にゃんかむちゅー」概要】 

全６本で構成で１本あたり２分程度。日本臨床歯周病学会と共同で作成 

イラスト担当：「カナヘイさん」（イラストレーター・漫画家） 

   声担当：花江夏樹 氏（声優：「鬼滅の刃」竈門炭治郎役など） 

   会員がブログやホームページ等に本動画をリンクすること、アニメのスクリーンショットを 

掲載することは問題ない。 

→この動画を利用して、国民への歯周病啓発や患者様への説明等、幅広く使用して頂ければと思

います。 

 

 
にゃんかむちゅー 

公式 YouTube 

チャンネル 
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３．プレスリリースの発出 

上記の実施に先立ち、昨年11月8日（いい歯の日）に歯周病に関するメディア向けのＰＲアクショ

ンを実施した。この目的は、コロナ禍の新習慣において生まれるリスク、必要となる口内ケアなど、

メディアに取り上げられやすい情報をもとにリリースを作成し発信することでメディアへの掲載

を狙い、歯周病の社会的関心を高めるためのものである。掲載されたメディアを以下のとおり。 

 

マイナビニュース「朝の歯磨き「しない」「たまにしかしない」と回答した人の割合

は？」（2022年11月8日発出） 

https://news.mynavi.jp/article/20211108-2178644/ 

 

日刊SPA「若者の5人に1人は朝の歯磨きをしない」コロナ禍で進行する歯周病の恐怖」

（2022年12月8日発出） 

https://www.perio.jp/member/organization/organization/ethics/ 

 

＠DIME「歯科医が解説！マスク口臭や歯周病を予防する歯みがきテクニック」 

（2022年3月1日発出） 

https://dime.jp/genre/1329313/ 

 

４．歯周基本治療の啓発PDFの作成 

 臨床研修委員会を中心に、歯科医師向けの歯周基本治療の啓発PDF「歯周基本治療 -進め方とポ

イント-」を4月18日に掲載した。本年度は歯周外科治療版の作成に取り掛かる予定である。 
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3）協議事項 

(1) 令和3（2021）年度決算報告ならびに監査報告（申理事・中山幹事、伊藤・永田両監事） 
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(2)  令和4（2022）年度事業計画（小方理事長） 

 

令和4（2022）年度事業計画 (案) 

 

１．令和4（2022）年度会議 

  執行役員会：4回、常任理事会：4回、理事会：2回、評議員会・総会：2回 

２．学術大会の開催 

  第65回春季日本歯周病学会学術大会 

日 時：令和4（2022）年6月3日(金)、6月4日(土) 

大会長：佐藤 秀一 

場 所：東京都（京王プラザホテル） ※現地開催終了後、オンデマンド方式で開催 

  第65回秋季日本歯周病学会学術大会 

日 時：令和4（2022）年9月2日(金)、9月3日(土) 

大会長：山田 聡 

場 所：宮城県（仙台国際センター） ※現地開催終了後、オンデマンド方式で開催 

３．日本歯周病学会学会誌（抄録）について 

  学会誌（オンライン）年4回、抄録（冊子体）年2回の発刊 

４．委員会活動 

研究委員会、ペリオドンタルメディシン委員会、医療委員会、医療安全委員会、認定医委員会、

専門医委員会、口腔インプラント委員会、歯科衛生士関連委員会、教育委員会、編集委員会、

用語委員会、広報委員会、臨床研修委員会、学会あり方委員会、健康サポート委員会、国際交

流委員会、倫理委員会、利益相反委員会、会則委員会、臨床データベース委員会、選挙管理委

員会 

５．各種表彰事業 

（学会賞、学術賞、奨励賞、会誌賞、教育賞、優秀臨床ポスター賞、ベストハイジニスト賞、

功労賞、Young Investigator Award、トラベルアワード、地域活動賞） 

６．認定制度事業（認定医、専門医、認定歯科衛生士申請受付、試験、認定、更新、教育講演活動） 

７．新専門医制度への対応（共通研修の実施ほか、ペーパー試験の実施検討） 

８．臨床研修会事業（歯科医師に対する歯周治療のさらなる啓発） 

９．市民公開講座事業（春季・秋季学術大会時ほか） 

10．倫理研修会事業（春季・秋季学術大会時） 

11．広報活動事業  

   学会誌のオンライン化に伴うニューズレターの発行（年2回発行、抄録と同封） 

     学会ホームページの更新、国民向けホームページの立ち上げ・運用 

12．国際交流事業（ＫＡＰ、ＣＳＰ、ＡＰＳＰ、ＡＡＰ、ＥＦＰ 等）、JSPiaの運用 

13．研究助成事業 

１）「若手研究者の集い（春）」｢若手合宿研修（秋）｣助成 

２）公募による助成（シーズ育成若手奨励研究、企画調査研究助成 等） 

３）若手研究者に対する奨学金助成 

14. 歯周病新分類における対応 

15．歯周炎患者データベース化事業（侵襲性歯周炎／慢性歯周炎） 

16．会員カード発行 

17．出版物製作事業 

診療ガイドライン「糖尿病患者に対する歯周治療ガイドライン 改訂第2版」、「歯周治療の指針

2015」、「歯周病患者における再生治療のガイドライン」の改訂、各種ガイドライン英文化事業 

18．学会主導型研究の活性化 

19. 国民への歯周病啓発活動（キャラクター、ビデオ作製等） 

20．その他 

 令和4（2022）年度末までに下記を行う。 

 「インプラント周囲炎の予防と治療法についての歯周病学会の見解」の明示（口腔インプラン

ト委員会担当）、「高齢者に対する歯周治療の指針」の作成（編集委員会担当） 
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(3) 令和4（2022）年度予算（申理事・中山幹事） 
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(4) 名誉会員の推薦（小方理事長） 
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(5) 新理事の推薦（小方理事長） 
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(6) 次期（第26期）理事長・理事について（八重柏理事） 

Ａ．次期理事長 

6月2日に次期理事長選挙を執行した。  

 

Ｂ．次期理事 

選挙の結果、下記候補者が選出された。 

 

  
1項理事候補者 

（都道府県順） 
  

2項理事候補者 

（50音順） 
  

4項理事候補者 

（50音順） 

  大学 氏名   1 荒川真一   1 野村正子 

1 北海道大学 菅谷 勉   2 荒木久生     

2 北海道医療大学 古市保志   3 石原和幸       

3 岩手医科大学 八重柏 隆   4 稲垣幸司   5項理事候補者 

（50音順） 4 東北大学 山田 聡   5 宇田川信之   

5 奥羽大学 高橋慶壮   6 葛城啓彰   

1 

日本歯科衛

生士会より

推薦 

6 明海大学 申 基喆   7 金子高士   

7 日本大学松戸歯学部 小方賴昌   8 河口浩之   

8 東京医科歯科大学 岩田隆紀   9 木下淳博   

2 

日本臨床歯

周病学会よ

り推薦 

9 東京歯科大学 齋藤 淳   10 児玉利朗   

10 日本歯科大学 沼部幸博   11 杉戸博記   

11 日本大学 佐藤秀一   12 中川種昭       

12 昭和大学 山本松男   13 長澤敏行   ★6月2日開催の

春季総会にて、

承認されること

を条件とする 

13 神奈川歯科大学 小牧基浩★   14 仲谷 寛   

14 鶴見大学 五味一博         

15 新潟大学 多部田康一         

16 
日本歯科大学 

新潟生命歯学部 
佐藤 聡   

3項理事候補者 

（50音順） 

 

17 松本歯科大学 吉成伸夫   1 石原裕一   

18 朝日大学 辰巳順一   2 内田剛也   

19 愛知学院大学 三谷章雄   3 大野友三   

20 大阪歯科大学 梅田 誠   4 金子 至   

21 大阪大学 村上伸也   5 木村英隆   

22 岡山大学 高柴正悟   6 中島貴子       

23 広島大学 水野智仁   7 東 克章       

24 徳島大学 湯本浩通   8 藤田 剛       

25 九州歯科大学 中島啓介   9 水上哲也       

26 九州大学 西村英紀   10 若林健史       

27 福岡歯科大学 坂上竜資             

28 長崎大学 吉村篤利             

29 鹿児島大学 野口和行             

 

 


